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はじめに
本稿は沖縄本島北部地域に位置する本部町備瀬における通過儀礼、とりわけ人生儀礼において最も劇的
ともいうべき 「婚姻」と 「葬墓制」に関する調査報告であり、その祭祀 ・儀礼についての構造的分析 と考
察である。現世(LivingTimg)における、当事者を取り巻く血縁 ・地縁集団(家族親族とくシマ〉ないし
共同体を構成する人びと)に`アダル ト'としての承認ないし認可を受ける 「婚姻」と、来世(After-Dead
Time)における、現世の最終着点である 「死」と、且つ 「死」をもって始点 とする死後の世界をめぐる諸
慣行、すなわち 「葬墓制」に関 して分析 ・記述 を試み るもの である。特に当該社会の人々が持つ
folk-ideologyに焦点をあて、広義の特定社会すなわちくシマ〉(n常生活過程における1つの慣習法領域
であると同時に儀礼的、宗教的意味における場面であって人々の観念を表象 した世界)の 人々がもっく世
界観〉、人々の祖霊観及び伝統的観念の価値体系である〈来世観〉 ・〈他界観〉さらには(豊穣 ・理想郷
を内包した)コ スモロジーにアプローチを試みるものである。
1章では 「婚姻」では、婚姻成立過程における 《ウヤガナチシチ》ないし 《ニングル》 といった婚姻契
機から 《サキムイ》(両家の婚前相談 ・交渉)、そして 《フパン》(結納 ・承認)、さらに最終成立過程であ
る 《ニービチ》(根引き)に関 して記述をおこなう。
なお、ここでは 「婚姻」に関わる参集親族員のstatus&roleや、贈与交換、贈答品の内容、さらに血縁
的配偶関係や 「居住制」に関しても若干、触れることにする。
ll章では、はじめに 「葬儀i」について記述する。ここではdisposalofdeadを中心とした 「葬儀」を扱
い、葬法とその一定の期間にまたがる一連 の規制について記述する。続いて 《ウクイ》(葬送儀礼 ・野辺送
り)における死者を運んでいく通路から〈シマ〉の境界、さらにくシマ〉外と認識されている領域につい
て触れ、単に地理的範囲としての空間世界ではなく、〈シマ〉の人々に認識されている`観念領域'で あ
ることを述べる。同様に観念上、現世と後世 《グソー》との境界部分 と考えられている 《ミジパイ》につ
いても、人々が明確に死後の世界、他界を想定 していることを示す。
「墓制」はフィール ド・ノー トを中心に他界を想定 した、理想 とされる墓の位置 ・方向や墓参に伴 う儀
礼、そして墓の構造 ・内部、遺骨の並置方法について記述する。続いて、正当な死者儀礼過程を経ない、
いわゆる異常死とされるくシマ〉外死を扱 う。ここではくシマ〉の境界に関連させて記述をすすめるため
に 「マブイゴメとくシマ〉外死」について記述する。ここでは、人々が〈シマ〉内とくシマ〉外とを明ら
かに意識の上で区別 していることを述べ、そしてその死亡した位置ない し場所がくシマ〉の`内'で ある
のか、あるいは`外'で あるのか、によって、その死者に対する具体的処置及び死者儀礼が明確に区別さ
れていることを述べるものである。
最後は 「葬制」に関する記述である。 ここでは時間の推移に伴 う供養儀礼、特に年忌供養の 「在 り方」、
もしくはその 「社会的意味づけ」を取 り扱 う。timefactorないし 「時間論」を考慮 した 「再生観」に関連
する側面にアプローチを試みることにする。まず、一連の年忌焼香において実修される諸慣行について記
述 し、現在、諸慣行に若干の変形が見られることを指摘する。さらに 《ハル ・ショーコー》(洗骨儀礼)、《ウ
フ ・ショーコー》(最終年期)を経ることによって、霊位が変化 し、その社会的意味づけが変わっていくこ
とを示 し、年忌供養そのものが転化のターニング ・ポイン トとなっていることを述べる。
1.「婚姻」の構造と成立過程
女性は婚姻を通 じて生家から婚家に移動する。婿入 した妻は、まぎれもなく婚家の門中成員であるが、・
女性は生家においても兄弟に対 し庇護 ・祈願を行う 《ウナイ》 として2重 の族的帰属をもち帰還可能な存
在として捉えられてきた。なお、その色彩的象徴は、生家において`シ ロ'であり、婚家において`ク ゴ
、
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である。オナリ神ない しウナイ神に関する考察は、伊波普猷[1938]や馬淵東一[1968]等が著名であり、ま
た沖縄 ・東アジアにおける ・「婚姻」に関する分析 ・論考には瀬川清子[1969]や竹田旦[1990]らが著名であ
る。
.筆者は既に、沖縄文化領域において一般に父系親族組織ないし父系出自集団と呼ばれてきた 「門中」組
織、すなわち`親族組織'に 関する考察(`家筋'の 可能性や女性の役割(2006b)、また当 『古代学研究
所紀要第1号』(2006a)1こて、オナリ神を基調とする兄弟姉妹関係、すなわち.`家族組織'に関する研究報
告を行ってきた。筆者の思考的連続に則して換言すれば、「婚姻」は1世代以上の問題を、「家族」は2世
代以上、「親族」は3世代以上の問題を扱 うものである。いずれにしろ本稿で扱 う通過儀礼としての 「婚姻」
は、新たな社会単位が形成 されるエポックであり、且つfamilyofprocreationの契機となるも である。
以下では、鯖瀬における婚姻成立過程における諸慣行 ・観念について記述する。ここでは参集親族員や贈
与交換品、居住制などに触れながら 「婚姻」の構造的理解にっとめる。また観 念されている血縁的配偶関
係の理念 とその範囲、または行動 とそのカテゴリーにも注意を払いながら分析 ・考察をおこなっていくこ
とにする。
1.ウヤガナチシチとニングソレ
婚姻関係成立の契機は従来、2'様式があった。
① 《ウヤガナチシチ》 ② 《ニングル》
①は、親同士が将来の配偶関係を約束するものであり、②は共同労働、ムラ行事その他の機会に親密に
なった り《モーアシビ》(野遊び)などで知 り合 うものである。 ω さらに配偶者選択①及び②について立
ち入ってみることにする。 、
①について付言すれば、〈シマ〉内婚が主流だった戦前では、親同志の相談 ・承認により縁組が行なわ
れるのが一般的であり、「本人の意思とは無関係でも従わなければならず」(インフォーマン ト82才女性)、
本人同志で話を進めても最終的に親の承諾がなければ婚姻成立はなかったためこの場合、両家の事情によ
ってpatrilocal(父方居住)となることも多かった。〈シマ〉内の方々で婚姻適齢期の息子 ・娘を持つ親
共は先方と内々に交渉を始める。これを 《トゥージクーイ》 といい、 トゥージクーイにはバローヂの うち
年長者の女性を使者 として立てる。この使者を 《ナカイリ》(仲入 り)という。使者は手土産としてお茶を
持参する。話が成立すれば持参したお茶を差 し出し、断られた場合はこのお茶を持ち帰る。承諾を保留す
る場合は、お茶をそっと置いて去 り、受け取った側は承諾が成立するまでお茶を開封することはせず、ま
た考慮の末、断り拒否する意向を示す場合は、そのお茶を相手方に返却する。また場合によっては 《クイ
ムーク》(乞い婿)といって、女性側から求婚を持ち掛けることもあった。 、
②については、《モアシビー》や 《ヤマガヤー》といった野遊び ・毛遊びなどを通 して 《トゥシビー》(願
いがPトう・結婚の意)し たといわれる。モアシビとは夜半中、若い男女達が海岸へ出て、三味線を弾いた
り歌ったり、酒を飲んだりして親 しくなることであり、男女の交流の場 となると同時に、配偶者の選択め
きっかけの場でもあった。.これが契機となって男女が親密になっても、親などの反対にあえば 《シヌビー》
や 《ヨバイ》で忍び会ったと伝えられる。場合によっては、家の敷地内にある(家屋敷とは別である)「メ
ーヌヤー」(小屋)は 《ボウジャー》とよばれ、海岸でのモアシビーの代わりの場所 としての男女交流の場
があった。また 「天井小」(自家の家屋敷の天井部分の小部屋)あ るいは馬小屋、牛小屋で密会 していたと
も伝えられる。
①、②に共通にいえることは、戦前当時は内婚の奨励が根強く、他部落もしくは 《ナイチ》(本土)の者
との婚姻は、慣習的なくシマ〉レベルの社会制度としては、決して寛容なものではなかった。⊂2)比較的、
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高年齢者の人々が説明する、当時の 「いいなづけ」、あるいは 「縁組の しきた り」と言葉からも推察できる
よ うに、婚外的配偶関係、前婚姻的自由交渉が現実的にはあるにしろ、限られた配偶者の選択を制約され
る内婚性は 「制度」として内在 してあったわけで、当然,そ うしたくシマ〉の掟を破った者に対 しては、
当時はsanctionとして 「罰金」(3)や「縁切 り」の措置もとられた。時代の推移と共に、婚姻成立過程にお
ける諸規制は、幾度の問題を経て厳格なものから寛容なものへ と変化 し、本人の自由意思ない し自由選択
による結婚ないし婚姻が尊重されているのが現状である。
2.サキムィ
配偶者当事者間での意志決定、さらに各家の親の承諾がほぼえられるど、両家双方間の了承を得 るため
の交渉が展開され 《サキムイ》をもって婚姻成立過程が開始される。
《サキムイ》は嫁を迎えるにあたっての両家における相談交渉であり、男家が女家に赴いて行われ る。新
夫 ・新婦及び両家の両親 ・兄弟が参加 し、これによって相手方 との内諾を意味するものである。 この時イ
トコを含めて、イ トコより遠い 《バローヂ》(4)は参加することはない。男家から女家へ酒(一 升瓶1対=2
本)を 贈物として持参する。この時の酒は 「泡盛」が一般的である。二合瓶あるいは一升瓶を用い、紅白
または金銀の 「水引き」をかける。また、サキムイは 「酒盛」の字を当てることもある。 この他に料理の
入った折 り箱または折詰めを紅白の風呂敷に包んで持って行 く。(5)持参した2本 の酒の うち1本はその場
で飲み干 し、もう1本は全部は空けず(飲 まない方の)1本の うちの半分ほどを残す。これを 《ナンジキ》
といい、この残 った片方のi本 をその日の うちに勢家に持ち帰って仏壇に飾 り、仏壇がない場合は 《ヒヌ
カン》(火の神)がある台所 ・炊事場へ供え、配偶関係の約束を仏壇前にて報告を行い、暫くたってから残
った酒を再度飲む。場合によっては、男家に持ち帰って両家で酒を飲み直すこともある。料理は天ぷらな
どの揚げ物、昆布が主である。相談の内容は 「日取 り」が主であり両家の間で決定す る。かつてはユタの
託宣をうけて決定 していたが、女家への訪問時は、最 も縁起が良いとされる満潮期に行なわれる。 ちなみ
に 《二一ビチ》(後述)は 大安に行 うのが一般的であると説明され る。⑥.
3.フパン
《サキムイ》を経ると、早くて1～2ヵ月で 《フパン》(または 《フパンムイ》ないし 《クハンムイ》とい
う)を行 う。
《フパン》は正式な配偶関係の承認である。本土で言うおよそ 「結納」に当たるものと考えてよい。 フ
パンとは、人々の説明によれば 喋 りを交わす」意である。または 「酒肴の宴」の意もある。かつては 《ウ
プグパン》とも呼ばれた。また、これとは別に 《ユ ミイーガー》という言葉があるが、これは 《ユミ》(嫁)
を、《イーガー》(貰うこと)であり、男家から女家へ訪問するサキムイや フパンまでの過程全てを包含 し
て、こう呼ぶ ことが多い。 こうした過程を経て初めて女が男家に通 うことが許諾され、両者で出稼 ぎ等を
行 う契機 ともなるのである。.
フパンにおいても原則的に勢家が女家に通 う。出席者は男家か ら本人、両親、兄弟及び仲人夫婦であり、
理想的にはバローヂを含め7～17人の奇数人が好ま しいとされる。なお、フパンに関する参加親族員 ・贈
与品の内容は下記(事 例 「F.goのフパンに女家を訪れた親族員」)を参照されたい。
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【事例Egoのフパン(結納)に女家を訪れた親族員】
●=
「一
▲ ●
▲ ●
○ △ △ ▲
Ego
上図他に仲人2人が同伴し、
7人+仲人2人=9人(奇数)
奇数が祝事・宴席で望ましいとされる
▲ O
△ O O ○
■ はフパンに参加した親族員
女家からは両親、オジ ・オバ、せいぜいイ トコまでの人々と酒を汲み交わす。三味線に合わせて 《カチ
ャーシー》を踊 り、約2時 間ほど行なわれる。《フパン》に至るまでの詳細を記すならば次の如くである。
男家では、ヒヌカン及び仏壇に結納の報告と成就の祈願をし、満潮時に合わせて出発し、約束の時間に
遅刻 しないよう女家の家に向か う。この時、仲人も同行する。女家からは男家側を玄関まで出迎え、家屋
敷の上座まで導く。席次すなわち座は男家側が上座、向かい合って女家側が並ぶように して座る。《トゥク
ノマ》(床の間)に近い方から本人、両親、オジ ・オバ、兄弟、イ トコの順で大方、年功序列で上座につき、
仲人夫婦は下座になる。 この後 「親子固めの盃」、「親族固めの盃」を行い、場合によっては両家の母親同
志で盃を交わす。一般的には父同志、母同志、'バローヂ(親戚)同 志の順で行なわれる。
男家から持参する料理〈下表参照〉は、肉(煮物)、紅白のかまぼこ、海老、豆腐(揚 げ物)、天麩羅、
巻き昆布、揚げた頭つきの魚、豆、餅、和え物、赤飯、巻鮨、lll芋、里芋、寒天、鳥のから揚げ、花イカ
(紅で染めたもの、普通のイカと紅白そろえる)な ど17～19種類の奇数種を人数分の折 り箱(20cm×30
cm程度のもの)に詰め、御膳 と共に並べ られる。以上のような婚資を契機に、フパンは双方の物品贈与や
労働交換が可能となる場面でもある。'
【表:婚 姻における贈与品の内容】
?
?
?
?
?
本人(男 女2人1、 両家の両親、本人の兄弟姉 妹、オジ ・オバ、イ トコくらいまでの
親族員(各 配偶者 も同行す ることがあ る)
なお、出席者の合計人数は奇数であ ることを理想 とする。 夫婦 の組 数も奇数ペアで
あ ることが望 ましい。古来 より 「奇数」には 《カリイ》(善事 ・吉)が ある と説明
される。
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酒(1対=2本 、二合瓶または一升瓶)
持
参
料理 債 箱 の中に肉、頭 つきの魚、花 イカ、揚 げ豆腐、海老、 豆、赤 ・白か まぼ こ
豚 三枚 肉、結 び昆布 、赤寒天 、田芋、花麩な ど 【その他 は文中参照 】)
す
る
料
理
また、か って形式 的にカツオブシ(2ヶ 。男性 の意であるオブ シ(背)、女性 の意で
あるメブシ(腹)、)コンブ(2束)、 ソー メン(5束)を 持 参 した1下 段 参照】。
近年では、鯛 ・鰹 ・鮪 及び鯖の刺身、海 老も多い。
・
いずれ も3、5、7… 品な どの奇数品 を人数分 、持参する。
長泉 斗(な がの し)… …………本来は ア ワビであ るが 、現 在、多 くは模造 品。
贈 持
酒 肴の意 がある。'
鰹 節(か つお ぶ し)… ・………・松 ・無 料 ・勝 男武士 とも言 う。 雄鰹節(背 節)、
雌鰹節(腹 筋)を2本 で、…対 として紅 白また
は金銀の水引きをかける。不時に備える縁起品。
参 子生婦(こ んぶ)・…一 ・………生 昆布 を一斤(600g)または半斤(300g)の二束 を
一一対 と して、 一対 と して紅 白または金銀の水 引
きをかける。子を生婦(うむ)として子孫繁栄
す を願 う。
友 白髪 … … … … … ・… ・・… … … … 子生 婦(昆 布)と 同 様 、 ソー メ ン(素 麺}を 一
与 る
対 と して、紅 白また は金銀 の水 引きをかけ る。
夫婦共 々、 白髪にな るまで寄 り添 うように 、 と
の意が ある。
寿留 女(す るめ)… …………… スル メは大(雄)と 小(雌)の2枚 を一'対と し
物 て 、紅 白または金銀の水引 きをかける。
長期保存できることから、生命力を象徴。
お 茶または末 広……………・・…・純真無垢 と末 広が りの意が ある。 古来 よ り、お
品 茶は婚姻の申し込みの贈与品の代表であった。
家 内 喜 多 留・… … … … ・・… … … … 酒 樽 。
口 目 録 ・・… … ・… ・… …・… … … … … 結 納 品 の 内 容 を 記 した もの 。f御 帯 料 」 と 書 く。
口回 '常300,000～500,000円と説 明され 、 これに3や5等 の奇数を用い た端 数額
結 《ハンラダス》をつける。結納金は勢家が全額負担であり、一般的に月給2～
3ヶ月分、あるいは賞 与1回 分が適 当である。 場合 によっては、結納金 の額 は
両家で取り決められ、労働の経済力に応じた額を相談によって決定したり、額
納 が満たない場合に親が負担したり、物品や料理を持参しない場合にお金に換算
して加 算す ることな どが取 り決め られ る。 かつては 《ドシル》 といって、借金
してまで結納金を用意し、返済できない場合、借りた家に出稼ぎ・労力の提供
金 を して いた。 しか し、《イ ンジ ョージ ン》はなか った。
上記、結納金は 「金包jに入れ、紅白または金銀の水引きをかける。
結 サ ーターアンダーギー………沖縄の代表的菓子 で、小麦粉 ・卵 ・砂糖 で衣 を作 り、
納 ボ ール型に丸め て揚 げる。 片方が割れ て開 くので、
祝 " r笑い」を意味し、縁起の良い菓子とされる。大きく
只
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白 ア ン ダ ー ギ ー ・・
松風 …
揚 げて 、白アンダーギ ーと一対に して出され る。
・… 《片ハ ラウブー》 とも呼ばれ、子孫繁栄 を祈願 して
納 める揚げ物 ・天麩羅。 大 きいほ ど喜ばれ る。
……・・…赤 い煎餅の揚 げ菓子 で、両者の縁 を結ぶ く結 び切 り〉
の型 を している。
※ サキムイ、ニービチなどの祝い事 ・宴の席の料理には 「タコ(蛸)の 刺身」を欠かさない。
※ 結納金は額はともかくとして納められるか否かは男(新 夫)の経済力の有無、承認尺度とな り、
その資格を問う判断基準になる。
、
フパンは、両家が正式に婚姻関係 さらに姻戚関係を確認する場であ り、且つ両親族員に承認を得 る儀礼
的慣行である。 この時点において嫁は潜在的には生家の成員であるが、このフパンをもって男女の行き来
が可能となる。本来的には男が女家に通 うことが許容 され る、と言いたい ところであるが、近年において
は必ず レも女家を婚舎としない。(ηかつて婚姻成立関係の初期、且つ開始契機であった 「妻問い」は、現
在、訪嫁 正回限りの 《フパン》(結納)に 代替もしくは包含される形 となってしまった。 とい うのは、妻問
いは、妻問い`期 間'の 意味合いが強く、その間に新夫 となろ うとする男性の働きぶ りや、経済的基盤を
備蓄 していくことを考慮 して与えられた`期 間'で あったわけだが、経済的諸条件が整った近年では、次
三男です ら独身中に独力蓄財を果たすことが可能 とな り、その意味で独立住居を建てるまでの蓄財期間が
減る傾向にあ り、ある特定 日において契約行為を行 う 《フパン》にとって代わりっつあるか らである。
4.二 ■一ービ チ
嫁,i5男家(婚家)へ の正式な引移 りの 日あるいは儀礼が 《ニービチ》(根引き)(8)である。ただ し、引き
移 りの具体的時期は不特定である。ニービチに招待する範囲は 《バローヂ》に収まらず、隣人 ・知人、仕
事仲間を含め、地域住民ない し〈シマ〉成員の多数に及ぶ範囲にまで拡大 し、且つ盛大に行われる。かつ
てはイ,エで執 り行なったが、昨今ではシマ内婚如何を問わず、専 ら名護方面の式場 ・ホールで行われるこ
じ
とが少なくない。⑨
式の始めには、三味線の調べに合わせて 《グヂンフー》(祝・寿 ・吉日の意)を 歌騙 し、宴の終了は深夜
頃までカチャーシーが総出で踊 られる。かつての二一ビチにおける 「嫁入 り」㈹ は、夕方になると男家か
ら女家に使者が遣わされた。提灯をもって先導をする役 目の 《サタリアンシタリ》または 《ニービイチュ》
(女性)、《ナカダチア》(仲人 ・世話人)⑰ などがその使者である。迎えが来たら嫁は仏壇を拝み、祖先霊
に別れの報告をし、両親 と盃を交わし生家をあとにする。別れの盃は 《タチジャク》(立酌)と いって嫁は
立ったまま盃を受けた。あるいは、これ とは別に嫁が女家か ら男家へ赴 く際、嫁の兄弟および嫁の女友達2
人が付き添った、 との説明もある。男家に到着すると、この女友達2人 は嫁のすぐそばに座った。 この女
共を 《ユ ミジョー》または 《ユ ミゾイ》とい う。ユ ミジ ョーは新夫に、立派な嫁にしてくれるよう懇願し、
戦時中は新夫が不在でも行なわれた。またかつて男家で二一ビチが行なわれていた為、女家での宴の最中
に嫁 とユミジョーは共に抜け出るように して男家へ訪れた。新婦が婚家へ引き移る際㈲、備瀬では特別な
作法はないが、かって北里、嘉津宇では友人などが新夫 ・新婦両人に付ける 「スミズリ」の儀礼が行なわ
れていた、とも伝えられる。
〈シマ〉内の人々か らは 「ミーユ ミソーテイサマージョウトウダネ」(新しい嫁を連れてきたね、いい娘
だね)と い う決ま り文句で迎えられるが、新夫 ・新婦から挨拶回 りをす ることはない。新婚時の夫婦を特
に、新夫は 《ミームク》、新婦を 《ミーユ ミ》と呼ぶ。婚姻成立の全過程を経ると 《ミー トゥンダー》と称
・?7・
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する。式の翌日は女家に報告することが一般的である。
いずれに しろ、婚姻成立の最終過程である二一ビチにおいては、引移 りによって、女性成員は婚姻を契
機に居住地の変更(viri-local-residence)と、帰属お よび所属規定の適用が問題となる。"3)なお、婚家
において妻 となる女性のmemberとしての関係性、あるいは 「イエ」イデオロギー的な考察は、分家慣行に
も関連していようし、一般に父系親族組織 と呼ばれる 「門中」の形成 ・発展に女性の位置役割は無視でき
ないものになっている。
5.血縁的配偶関係、夫婦組数 ・年齢差等
以上のように、婚姻成立過程はほぼ上記の如 く完結するわけであるが、離婚 ・再婚の高率であった昭和
37,8年(大胡欽一(1965)の調査)時 同様、婚姻成立過程に関わる諸規制およびくシマ〉住民の態度は比較
的寛容である。
ここで血縁的配偶関係について若干言及すれば、父方マタイ トコとの結婚があるか否かについて、筆者
が ヒアリングしたかぎりの54のインフォーマン トにおいては 「ない」とい う回答を得たが、マタイ トコ以
上の近親でなければ可能である、との説明も散見された(但 し、事例 としては得られなかった)。人々の説
明によれば 「血がさほど濃 くならないから」、「《ウップー》の 《トゥージ》のバ ローヂはわか らないか ら」
(祖父(ここでは父の父)の妻方親族員の系譜認識が不明確だから)が大半を占めた。「イ トコ婚」ない し 「循環婚」
に関連 しでい うならば、備瀬においてMother'sBrother'sDaughterとの婚姻事例を、筆者が具体的に知
見できなかったにしろ、親族内婚の人々の観念上のカテゴリーない しキャパシテ ィー、もしくは厳格なタ
ブー(禁 忌)と しての認識がなければ、「ない」と断定することはきわめて勇み足であるので、この点につ
いては今後の調査課題 としたい。またこれに関連 して、家族レベルでの女性の祭祀的地位の継承や 「門中
ウクリー」と 「オナリ神信仰」 との相関性において、兄弟姉妹の関係(siblingtie)が次世代にどう伝え
られているか、という問題はきわめて重要である。 ～
また、夫婦の年齢差は下表(夫 婦の年齢差)の 如くであるが、夫婦同齢及び 《シージャー ・トゥジ》(妻
が年長 ・姉女房)は121例中(夫婦組数127組、うち年齢差不明6例 除 く)、23例で、全体の約2割(19%)
である。 これは、昭和37,8年時の35%と比べると、ほぼ半分の比率になっている。
夫 の 差 [夫婦 組 数127組]127-6(不明)=121
差 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1318 19不明 計 %
夫が年長一 一 一 10 11∨ 一 1 3 5 1-「 1一 3
妻が年長 13
旦
5
ユ7
1
11
1
6
1
一 ・『 .」
1
」
1
一 一 98
--
23
旦
19
書士133218121011713512213
一一 一
(6)121(6)100ノ
6.婚姻のまとめ
婚姻に関する要旨をまとめれば以下の如 くである。
①〈シマ〉内婚率はナイチと対賊すれば高率であろうが、当地の過去、〈シマ〉内婚を前提とした昭和37,8
年当時と比較すれば減率傾向にある。 このことは婚姻契機の観点からすると自家用車の普及を含めた生
活圏の拡大、都市部(名護 ・那覇〉への往来頻度にも関連 しよ う。婚姻関係成立は当事者の 自主的選択
を前提に両家の交渉が開始することが定着されっっある。但し、、これは今後の研究でデータによる裏付
けが必要であろう。なお、離婚 ・再婚に関する規制は寛容である。
②儀礼に参集する親族は奇数人(両家で偶数)が善しとされ、父方母方双方で同等の参集人数が理想だが、
入手サンプルでは父方の親族員が若干多 くなっている。
③男 ・女両家間の儀礼的贈与は 「フパン」において開始され、男女両家間の儀礼的贈与における贈与交換
・78・
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物の量的多少はなく、そのroleにおいても強弱また優劣なく同等である。ただし、聲養子の縁組の場合
を除 く。
④女性は婚姻 を通 じてviri-local-residenceを前提に生家から婚家に移動 し、そ うした集団帰属の変更の
証 し、婚姻成立過程における諸々の各エポックには、フパン時における仏壇への報告等にみ られるよ う
に祖先霊と深い関連性を持つ。働
⑤居住制において、年長男 子とその他の男子では若干の差異があ り、前者matri-patrilocal,後者は
matri-neoloca1が大半であ り、且つ理想であるが、後者のmatri-patriもある。 さらに後者の理由と
して近年、「チョーデー ・カサバイ」(兄弟の重な り。兄弟の位牌を並置することを禁忌 とする)の観念
を念頭におきつつも人口収容可能な限 りで、生計手段などの経済的要因に重きをお く傾向があり、兄弟
同居の例 もある。 、
⑥血縁的配偶関係は(資料に乏 しいが)少 な く、門中内の血縁的配偶関係はみとめられるがマタイ トコと
の婚姻は調査時点では事例 として見出できなかった。理念上はマタイ トコ以上の遠縁な ら、婚姻は善 し
とされる。特殊な状況下での婚姻 もあるが極めて父系的傾向がみとめられる。つま り父系の血筋を絶や
さない限りで、父方の遠縁から配偶者を選定ことも少なくない。 この際ユタの吉凶判断や 「シジ正 し」.
も関与することが顕著である。
⑦ 「イ リムコ」(茸入り)の門中組織への帰属は、専 ら男系血縁の強調だけではな く、「家筋』ないしイエ
的関係の様相を呈しているかにみえ・搬 関係の再編成雌 が示唆砕 ている・父系舶 集団ないし父
系親族組織を超えた、新たなる概念規定が必要であろう。
以上のことは、嫁の婚家での位置の定着、祭祀ライン(場合によっては家筋ライン)へ の組み入れであ
り、大胡欽一のタームを用いるならば 「異質の導入 ・混入と異質の連帯」である。(後に 「葬墓制」の章で
ふれるが)こ うした異質の統合め条件は聖 ・俗 レベルの二つの場面において考察されねばならない。また、
女性の族的帰属に関する二重性㈹に関しては、ここではこれ以上立ち入らないが 「女性」の移動、それに
伴 う贈答 ・協同関係、さらには、spritualbeingの持ち出 しを考察することは極めて重要な指標となる。
timefactorを背景にみるならば 「生存中に生家で祭祀 ・崇拝 した生得的父系祭祀ラインから離脱 し、死後
1は婚家で獲得 した夫の父系ラインで祭祀される位置に定位 したことになる。」[大胡:1981]ことが確認で
きよう。
こうして、人は婚姻全過程を経て、権利義務の全的行使の主体 とな り、memberの再編成をし、新たな社
会単位 「familyofprocreation」の元f多成を し、次世代を想定する 「家族」になっていくのである。且つ、
そのプライマ リーは文化の保持 ・維持である。
fi.i葬墓制 とf也界
本章は、沖縄本島北部地域に位置する本部町鯖瀬における 「葬墓制」に関する調査研究の報告であり、
現世の最終着点である 「死」と、月.っ「死」をもって始点とする 「死後の世界」をめぐる諸慣行に関して
分析 ・記述を試みるものである。人々の観念上の来世は、現世全てにわたって観念 されてきた祖霊観およ
び伝統的観念の体系である他界ないし異界であり、現世(LivingTime)の祭祀 ・儀礼的場面における慣行、
ない し通過儀礼を引き続 くものであるので、ここでは特に 「生命の終焉 ・終着点jだ けを問題にす るもの
ではなく、現世のLifeHistoryの延長上にある来世でのLifeCourseの経過、且つさらに再び、現世へ繋
つ
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がっていく連続的な再生観念を考察 していくものである。
1.葬儀 －disposalofthedeadを中心に一
葬制に関しては、大林(1965)や及川(1967)㈹の優れた諸研究が著名である。大林は狭義のf葬 法」
だけでなく、死の前か ら死の後 まで一定の期間にまたがる一連の規制(服 喪、反復的記念行事、死者
崇拝、副葬品の種類、死に関するもろもろの禁忌)を 含むべきとし、及川は儀礼 ・慣行の諸研究を通 じて
「それと共にそのもつ原初的形態を帰納 し、或いはその転移過程を把握する事 も出来ない。… 〈中略〉…
我々の目的は此の調査地域に於 ける社会構成を考慮する時そのもつ儀礼的慣行がもっともあ り易き形 とし
て理解される事を言わんとするのみである。」[及川1967:73]《17}と葬制のなかには社会の特性とその文化の
基本的な諸前提が具現的に現れていることを強調 したのである。また大胡[1966.1973b]の葬墓制をめぐる
"始祖の位置"の モデル ・概念図(後 述の図表参照)は 祖霊の性格 ・格付けやシマと親族の統合の条件が ・
祖霊祭祀を要因として基軸を一にし、この祖霊の統合 ・集積がくシマ〉の性格を規定 していることを述べ
ている。こうしたくシマ〉の性格を分析 していく上で、以下は、disposalofthedeadを中心とした 「葬
儀」及び 「墓制」に関して記述 し、さらに〈シマ〉の人々の世界観、ないし観念領域に関連 したくシマ〉
の 「境界」⑱について、若干の指摘をすることにする。
備瀬においては 《ダビ》が葬儀を指す。 「通夜」はないのが一般的であるが、近年の葬儀屋の普及などに
より若干ではあるが事例がみ られ る。その場 合 「通夜」は亡くなった当日もしくはその翌 日までには執 り
行なわれる。翌日以降に延期 され る理由としては遠方からの親族員の集合を待って執行することが一義的
な理由である。 この際には、近 ぐの知人 ・隣人も訪れ、米を焚 き出 した り、御粥をまかなう。禁忌として
は妊婦の参列があ り、またナイチ(本土)と同じよ うに 「友引」の 日や厄年の者を避けるといったように、
他信仰ないし他宗教 との混成 ・共存が見受けられる。但し、参列者が夜通 し徹夜をして供養することを義
務づけられてはいない。〈シマ 〉外での死亡者のための供養はその死亡場所 ・死亡現場で行われ、そのま
ま親族員は観念上`〈 シマ〉の外と考えられ る外道'を 通って葬儀iに参列する。㈹葬儀の開始 ・実施方法
に関 しては、かなりの程度でユタの託宜 ・助言が影響を及ぼ している。葬儀は昭和30年代を境に艶薬(土
葬)慣 行から火葬化への移行をたどった。⑳火葬の場合は葬儀終了後、近い親族員だけが火葬場へ行き、
その後、墓地へ遺骨を持って行 く。ここで火葬場に参列しなかった親族員が重箱を持 ち寄ってこの墓地で
合流する。 さらに拝所(後 図参照:備 瀬中央部)で ウガン ・死の報告をした後、海洋博記念公園近 くの井
戸で聖所 と認識されている 《ハマガー》(後図参照:備 瀬南方部)の 水もしくは海水(塩水)を2、3回身に
ノ
振 り掛け、さらに家屋敷周辺に撒き、清めを行 う。この井戸水を用いるのは、この 《ハマガー》のある場
所は、死者の霊が存在する領域とされている共同墓地が存在するくシマ〉南方に位置 しているからである。
火葬場ω がなかった14年前では土葬こそ行わないまでも上記の過程でハマガーまで 《ガン》(棺)に納め
た遺骨を(必ず しも親族員とは限らない)男子4～5名で担いで行ったと伝えられる。 しかし火葬になった'
現在でも、村の条例で死後24時間までは火葬を禁 じている。葬儀の執行前に〈シマ〉ほぼ中央の公民館か
ら日時 ・場所がスピーカー放送で告げられ、親族員のみで行うのではなく、〈シマ〉全体のいわば 「区葬」
(行政上 「備漁区」の名称をもっため)の 形をとる。 また、〈シマ〉の東側の共同墓地でテン トを張って
葬儀を行 うこともある。葬儀を執行する時間は干潮時が望ましい とされ、この際、参列を許容 されない禁
忌の対象者は死者 と同 じ干支の者や妊婦、ほぼ同時期に不幸があった家、家屋建築最中にあるイエの人々
である。家屋建築中の者が参列すると 《ヤシチガ ミ》(屋敷神)に悪 しき影響を与える、と信じられている
ためである。 しか し、近年ではこの禁忌も緩和化され、遺体を見た り触れた りする以外は参列が許容され
ている。葬儀の行列は 「野辺送 り」で後述するが、かつては行列の進行の際、棒で葉をたたいて遺体のす
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ぐ横で泣きじゃくる役割を担 う人が決まっていた。 これは大陸(中国 ・北朝鮮)の 「泣き女」にほぼ相当す
るもので、〈シマ〉の制度としての社会的役割が決まってお り、且つその期待を担っているという位置 ・
役割の関係が葬儀においても顕著であることを示唆 している。以前は隣人がお米を一杯ずつ集め、風呂敷
にイモを包んで頭の上に載せて来訪す るなど、遺族への贈与品もみ られたが、近年では葬儀の準備 ・設営
といった労働力の提供にとどまっている。喪主の家族員から御飯の用意がなされ、長寿を果たした場合は、
御霊前でお酒が振る舞われることもある。また、戦前では 《ウバサール》(頭からかぶるバショウの帽子)
をかぶり、顔を隠 して来訪 したとも伝える。また、かつては屋敷に入る前にカマ ドの灰をまたいで入る 《キ
ンユラモー》の慣行もみられた・葬儀直後2日 間(ないし3日間)は職に従事せず、葬儀i後3日間は墓参
を欠かさず、初七日まで継続 して墓参を行 うことが望ま しいとされる。3日間後には各々の仕事に復帰する。
、へ
づ
く 附 表 〉 死 体 の 安 置(葬 儀 形 態)
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● 《ガン》(棺)は 「禽」とい う字 も当てはめ られ るこ ともある。 また幼児が用いる語で 《アカンマ ー》(赤 馬)
とも称 され る。ガ ンは全面朱塗 りで 《チャーギ》(槙)な どで作 られた、屋形柱、戸の組み 立て式の ものが多い。
一般に スギ製であるが、若干、ヒノキ材が用い られ 、金箔な どの装飾 を施 されていることもある。直方体のガン
の 中には、タオフレ、思 い出のH用 品 、金1や糸 、髪の毛を紙に包んだ物な どが副葬 として入れ られ る。タオルに は
既 にな くなった祖先の名などを記 し、その祖先に手渡すよ う願 って持たせ る意が込め られ ている。尚、死者 と同
じ干支の ものは遺体に触れ るばか りか、見 ることも許 され ない。ガンを抱 く者 は 、特定のサンジン ソーを有 して
い る以外はユ タが決定 し、4人 が適 当とされ る。また、ガ ンを墓にいれる際 も、ユ タが 《クチ アキ>>(墓を開 け
ン
る者)や 開口の 日取 りを決定 し、選ばれた者が墓の入 り「1を3回叩 いてか ら、開P、 入棺す る。納骨 の時 はユ タ
が 《ウ トゥー ト》(拝 み)を す る。なお、ガ ンを担 いだ者は死者 の霊を振 り払 うため 《ミジパ イ》(図 参照)で
体を清めてか ら帰路にっかねばならない。'
●かつて 土葬が行なわれ ていた頃、〈シマ〉南方にあった 《ガ ンヤー》(柏 屋)は 現在、存在せず 、一晩、遺体 の
入 ったガンを保管 ・,安置 してお く小屋 であ る。現海洋博記念公 園の敷地内 であ るこの場所 には、その付近 にか つ
て火葬場があった と説 明 される。海 洋博建設 ・着 工の際 、取 り壊 され現 在で も跡 地 として は残 っている。この跡
地 は今なお 《ウガ ミ》 の対象であ り、拝 まれている。 ・
♂ ・
●遺体はガ ンに納める前に、からだ をよく拭き、あるいは風 呂に入れ、衣服 も着替え させる。この衣服 は 《ナナ クビ》
と称 し、上着、下着及びシ ミーズ等である。背広、黒服 、着物な どの正装が望ま しいとされ る。これに 《オ ミヤゲ》
として胸元、懐 にハンカチや 煙草を添 えた り、1《 グ ソー>>であなた(死 者)を 迎えてくれ る祖先 に配 りな さい1
とい う意を込めてタオル3枚 を添 えた り、あ るいは穀 物(米 、豆、麦な ど)を糸 と針で縫い付けて小 さい紙の袋 に入
れ、 さらにその袋の 中に死者の爪 と髪の毛を入 れる。 これは椅麗 なか らだで 《グソー》(後 生)へ いってあの世で
も五穀豊穣を願 う意が込められ ている。死化粧 は若 くして亡 くなった人のみ行 なわれ 、当人愛 用の口紅 などが添 え
られ る。年長者に も若干、薄化粧をする例 もみ られ る。かつて1年 間に2人 亡 くなった場合 「2度あることは3度
あ る」 とい う伝承か ら、3人 目の身代わ り、生蜜 としてニワ トリと一'緒に埋葬 した と伝 えられ る。
●寝かせ られた遺体の頭 の上には、箸を立てた御飯 を山盛 りに もり、果物や花を供える。このことを 《枕飾 り》と称
し、この他に も線 香 ・ロウソクが添 えられ る。場合 によ っては頭 の上 に一時的に用いる ミニチュアの 祭壇が設 けら
れ る。遺 体は頭 をイ リ(西)に して安置 し、家屋敷の上座が良いとされ る。なお、通夜前後の遺体 の移動 は行 わな
い。‡葬慣行が行なわれ ていた頃 は 《枕酒》 とい って遺体の頭 の下 に泡盛な どを敷いた。
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●いわば易者、占い師であるが、焼香.・洗骨を行う際、その局取りを助言・決定し、呪的 ・霊的能力をもつ者と考え
られている、この他にも家屋建築の際の家の向き・方位等を定めたり、葬儀儀礼において《クチアキ》(墓を開け
ること)をする人や、ガンを担ぐ人、旗をもつ人などを決める。さらに私的な問題、それぞれのイエの諸事情・困
難の解決処方等に関与し、近年ではユタ同様、人々の信頼を得、心的基盤ともなっている。
●お坊さんは 《ボウジ》と呼ばれ、戦後あるいは沖縄返還後に多くみられるようになった。火葬場での焼香、墓建設
の際に経をあげる。備瀬にはおらず、豊原・渡久地方面からの出張形式をとり、・}3南部にくらべるとまだまだ按出
者は少ない。
香典は 当地区 あるいは当字(区)で 一律金 一千円と決 め られ ている。以前 は五百円 であったが 、理由 と して 「硬貨 に
変わ って しま ったた め]と 説明す る。なお香典 返 しはないが、遠 方か ら参列 した人には心ばか りお返 しをす る。
「野辺送り」は葬儀後、死者を墓まで運ぶ儀礼及びその行列を指 し、一般に 《ウクイ》 と称する。②形
式的な死者の運送行為そのものを指す語 として用いられているだけでなく、死者を"あ の世"に移動させ
る如く、…連の儀礼とその段取 りを総称しているかに説明される。かっては 《バショーフー》(芭蕉布)で
っくった着物を羽織 り 《バサージン》と称する白い布をかぶ り、その他、白や赤の旗を掲げ、遺体の入っ
たガン(棺)を 担いで参列 していった。担 ぐのは4人 が適当とされ、この際、白いハチマキもしくは白い
タオルを頭に巻く。場合によっては、バショーフーは2人 で1着 かぶることもあ り、顔を隠す ことが目的
とされた。また、ガンをさらに 《ガンユー》(龍・烏 ・シャチ ・チンゲーなどが彫刻され、・仏也蓮の絵が描
かれた御輿)に収納される場合もある。《ガンユー》を担 ぐ4人は(必ず しも親族員ではなく大抵、若い男
子が依頼される)、ユタやサンジソソー(易者)に選択を委ねることもあるが、一般に死者 と同じ干支の者
や祝い歳の者は避けられる。なお、この4人 は儀礼後、お椀を割ったり、砂利を家屋敷内部にまいて清め
ねばならない。担がれたガンの両側あるいは前後には 「泣き役」専門の人々が配備 され、先に棒切れの付
いた棒(主 にサ トウキビ)で木の葉を叩いて、泣き喚いて死者を送ったと伝える。あるいは、これに加え
て 《ティングエー》 と称する竜の頭のようなものを竿にかけて歩く者が、行列の先頭に立つこともある。
この後、《ティングエー》は塩で清めた後、ガンと一緒に納められる。
備瀬の略地図を参照されたいが、行列の通る道は〈シマ〉中央を南北に走る 《フクギ》(福木)並木を通
る。 しか しながら中央の聖域である拝所で 《シンジ》(神行事)が行われている時のみは避けられ一旦、迂
回 してくシマ〉`内'と 認識されている範囲内において、〈シマ〉`外'に 踏み出さない処、あるいは、
ノ
その内と外との`境界'をはみ出さない限りで避けて通られる。その他、死者の通行が禁忌とされる道は、
県道114号、慰霊塔及びグシクの前の道である(地図参照)。人々の観念上のくシマ〉の現世と来世との境
界は、おそらくこの道に沿った`線'な いし`区切 り'と推測できよう。 この`境 界線'は 後述する 《ミ
ジパイ》に繋がっていくのである。
行政`区'と しての備瀬は勿論、示 した地図全範囲を指すものであるが、人々に認識 されている`観念
領域'は 必ず しも 「地理的範囲」 とはイコールではないのである。 こうしたくシマ〉の内 ・外ないし`境
界 、もしくは人々の観念空間に関する人々の言説や表象の例としては、次に述べる 《ミジパイ》とされる
観念上のスポットや、或いは 《ミジナ リー》の実修も関連をもっものであると考えられる。
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ここで火葬を終えた後 ㈱ 、理想的には 《ダビ》から数えると3H後 に 《ミジナ リー》が実修 されるが、
現在では 《ダビ》 当日の納骨後に行 うことが一般的である。この儀礼について若干の記述を加えることに
する。
《ミジナリー》はくシマ〉の南に位置する海洋博記念公園 ・人工ビーチ内(海洋博建設以前は墓地であ
った)の浜側にある井戸、即ち 《ハマガー》(図参照)の前で干潮期に合わせて祈願を行 う。この参拝は 《ウ
トー トゥ》 と称 し、年長者親族員から順次に拝んでい く。この間、子供連は家で待機する。清めのお払い
には、ハマガーの水(真 水)と 海水(塩 水)を 用い、まずハマガーに重箱(刺 身、大根、小魚の酢の物、
頭付きの魚など)と酒を供え、このほか他村から粟、豆、米などの穀物類も持ち寄られることもある。次
にハマガーか ら《リューグゥー》(竜宮)〈図参照:備瀬北方部〉を拝み、続いてパマガーに線香を立て 《ゲ
ーナー》と呼ばれるススキの穂3本 を海水に浸し、葬儀の参列者に3回 ふ りかける。あるいはこの水で手
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を洗 ったり、水を浴びた りする場合 もあり、このような2種 類の水で各々3同ずつ振り掛けて身を清める。
ビンなどの容器にこの水を入れ、家に持ち帰 り、家敷地及びその家屋内部 も清める。なお、重箱は海水で
洗浄 して持ち帰る。これには 《ヤナガミ》(悪霊)除 けや、不幸 ・凶を払い落 とす意がある。…連の ミジナ
リーの儀礼は備瀬の人々にとって`《ミジパイ》とされている処'において実修されるものであると認識さ
れている。この 《ミジパイ》が明瞭 ・明確で可視的な位置 ・場所であるのか、あるいは人々の観念上のも
のであるのかは語 られ るうえで、人々の説明に相違ないし若干の齪酷が見られる。確かに現在、㎡「彼処 ら
辺… 」等、当該場所を指 して説明されるのではあるが、当処には既に、何ら構築物なるものは存在 しては
いないので、《ミジパイ》を説明することには、当地の人々にとっても困難をきた しているようであった。
《ミジパイ》(図参照)は場所 ・位置的には備瀬南部 と旧海洋博跡地との境界部分と考えられ、かって豪
雨や台風時に、水が溢れて川のようになって海に注がれた(水路に喩えられ るような)"境界"であったと
いわれている。伝承によれば、かつて川の上流部は本部町塩川付近と推測 されており、下流部(ミ ジパイ
付近)で は、海か ら流れ込む塩水とで小さな入江になっていたと伝えられる。かつて川(淡 水〕が海に注
ぎ出ていた頃は、船 も入港が可能で橋も架けられていた(24)、と伝える。 「ミジ」 とは水を指 し、'「パイ」と.
は 「水が走る」意である。場合によっては`水 走'と 当てられる。このように 「水の走る境界線」と認識
されていると同時に干潮時に唯一真水の湧きでるところ、といった具体的場所(スポッ ト)或いは地点(ポ
イン ト)として説明されることもあリハマガーと`一体'も しくはハマガー`周辺'と認識 されている。
また 《ミジパイ》は現世と後世 《グソー》因の境界とも観念上、捉えられている。現在、海洋博記念公
園であるこの地理的位置 ・場所(ミ ジパイ以南)は、かって共同墓地や 《ガンヤー》(柏屋)が 、現在より
もかなり広範囲に存在 した場所であった。それで古来より 《ミジパイ》を境に北側を`生 活の場'で ある
現世として、南側を`祖霊の住む領域)と される来世として、意識の上で明確に区別されているのであっ
た。「〈シマ〉社会は聖俗二次元の領域からなるものであ り、この空間的デザインは人々の宗教的次元ない
し観念的世界像の投影 としてわれわれは認識が可能となる。」㈱ との大胡欽一の指摘にあるように、まさに
〈シマ〉は 日常生活場面と同時に儀礼的、宗教的意味における場であり、人々の観念を表象した世界をも
意味 している。「他界」ない し 「異界」は、現世ない し同時空においても併存 しているのである。しかも 《ミ"
ジパイ》にみられるように、具体的な トポスとして、〈シマ〉の境界を明確化 しているのである。
また同じく備瀬の南側(ミ ジパイより南)っ まり観念上、〈シマ〉外、祖霊の住む世界と考えられてい
る領域を 《グソーナナヤクバ》⑳ と称 し、現世から来世への通過の際の、`所定の手続きを踏む役場'と 観
念上、捉えられている。備瀬の人々によれば 「死亡の報告、戸籍の返還を届け出る場」と認識されている
が、その象徴は現海洋博記念公園内の現:回 転ブランコの後方の大木、すなわち 《ガジュマル》の木であ
る。 このガジュマル こそが`役場'と 認識されているのである。 こういった人々の世界像の在り方の一つ
には、意識の上で、〈シマ〉内とくシマ〉外といった距離のデザインを内包し、しかもその延長上は'tあ
の世'に までつながっていくとい う完結した小宇宙を創造 ・表出してお り、かつ今なおその世界は膨脹 し
続けていることを示唆 しているのである。
2.墓制 一 フィール ド・ノー トより 一 、
①墓の位置 ・移動
かつてくシマ〉南方伽}に位置していた墓地は、海洋博建設の際 《タマヤマガー》 と称するくシマ〉の東
方部(図 参照)に移動を余儀なくされ、現在は共同墓地の形態をとっている。墓は観念上、南に配置する
ことが最 も適当とされるが、北に建造することは禁忌とされている。理由は定かではないが、一説では(海
の彼方でな く)備瀬固有のニライカナイが北方にあると伝えられている。イデオ ロギー上の問題と同時に、
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地理的条件からも十分な土地が南部に しかみ られないことや、北方の土地が半島の尖鋭部にあ り狭いこと
も要因の1つであろう。確かに、備瀬の北部は広大な土地が稀少で主に耕地として利用 してお り、当時、
南部一帯は原野であった、と説明される。人々によるとくシマ〉全体が南北に長く、東は聖域である 《オ
タキ》(御嶽)が あり、西はすぐ海岸であり、北はくシマ〉神 としての 《リューグ ゥー》があり神聖視され
ているため、暗黙の うちに南が選択された との説明もある。また、一説ではかつての北山城を中心 とした
今帰仁按司支配の影響で、今帰仁方面からみて奥手の、当地域の南方に建てられたとも伝えられる。<シ
マ〉の中心に位 置する 《オガンジュ》(拝所)か ら北側を 《シンバーリ》、南側を 《メンバーり》、あるいは
北側を 《カ ミ》(上)・南側を ㌣ モ》(下)と称 し・シンバー リには生者の霊が存在 し・そ して死者の魂は
後者のメンバー リを通過 し、さらに 《ミジパイ》を通って死者の世界、すなわち南方へ移動す ると考えら
れている。 したがって、当時、墓地であった南部一帯は観念上くシマ〉外 と考えられ、死霊の眠る世界、
祖霊の存在する世界もしくは`死者の住居群'で あると認識されているのである。また、かつて南部の海
岸付近は岩場や崖が多く、〈シマ〉成立間もない遥か昔には、横穴を掘って洞穴に墓を築いたとされる 《ブ
リバカ》の存在 も伝えられている。前述の如く墓は、 日常生活領域あるいは生者の住む領域か ら離れた位
置 ・場所に置くことが望ましいとされるため、人々が少なく且つ崖 ・丘陵地帯及び土手の多い南部に多く
建立されたことは十分に推察できよ う。<シ マメの東方に位置する 「共同墓地」は海洋博建設の際、現在
の位置倒 に移 され ることを余儀なくされ 「移動墓」とも呼ばれ る。原則的に墓を移動することは禁忌 とさ
れるので、いわば例外的な外的な強制措置と言えよう。この移動に際 して、ほぼ全員のくシマ〉の人々が、
まる1ロがか りで動員され、ユタを招き、拝所を 《ウガン》1した後、移動前 と移動後の土地、っまり墓地
にてそれぞれウガンを行 った。共同墓地は1つ の棟の両側に一'対がおよそ12(表・裏6基 ずつ)前 後の数
からな り合計20～30の墓がたてられ、その棟の数が16ある。墓は長屋のような形をしており夫々は同じ
形状である。《イチムン》(一'門)単位で葬られているが若干、小脇に離れて建てられている墓は系譜不明
もしくは何らかの理由で正当に祀られなかった人の墓である。かつては亀甲墓ほどの巨大なもの もあった。
墓の移動に伴って供養iが実修される。供えた重箱の前で 《テンポーセン》(天宝銭)を デザインした 《ウ
チカビ》を7枚燃や し、酒を添えて 《ウトゥー ト》(拝み)す る。墓前に供える料理、すなわち重箱の中身
は、餅、魚、肉、豆腐、昆布、ゴボ ウであるが、詳細には 《カザイユー》(油で揚げた魚)、《ウージムン》
(豆腐を三角に切ったものと豚肉の四角い角煮)、《チャーウーキー》(コンブと肉の薄切 り)、《カガンウチ
アースク》(餅を三枚重ねたもの)、蟹、海老、赤飯及び 《スイムン》(吸物)が 良しとされる。また、供物
として三味線、太鼓、習字道具を墓前の石段に供える。
②墓の方向 ・向き
墓は存命中に建造され、建てる際にはユタもしくは 《サンジンソー》(三世相=易 者)に相談をする。《ヤ
ヌシ》(家主)の干支 との関連で吉とされる良い方向を決定する。ω原則的に、亡くなった本人、家主、両
親、妻及び長男の干支の方向へ正面を向けることは禁忌とされ る。かつては亡くなったその年が兄弟の干
支と重なったときは、墓の築造を1年延期 した。また、家族員の干支の方向や、東向きω あるいは、1年
の うちで凶とされる 《クンジン》(金神)よ ばれる方向も禁忌とされる。墓の建築は7月以降が望ましいと
される。《スムゥチ》もサンジンソー同様、易者でありほぼ同義に用いられ る。スムゥチは元来、「本」の
意であ り、書物や文献などにより 《多力シマヤキ》(高島易)を する者である。
③墓参
墓参は旧歴の1月16日 佳 月十六ウマチ)と8月 の 《ウマチー>>(八月ウマチ、ほぼ彼岸期)が 一般的
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であるが、場合により旧2月 の彼岸に訪れることもある。なお、これは各家族単位で行 う。同じ墓参であ
りr門中」単位で集まる 《シーミー》(清明)祭とはここでは区別 して扱う。墓の清掃 ・手入れを行った後、
持参 した重箱の御馳走を墓前で食し祖先を祀る。「八月ウマチ」の日取 りは公民館から連絡されるが、家族
単位で選択しても良い。墓参と年忌供養が重複 した場合は、年忌焼香を最後に行 うことが原則であるb
また、家族員の死によって四十九ロまでは以下のような墓参を経る。このことは後述する 「葬制と死後
の世界』の節でも扱 うことにする。
没後 、2日 目… 《ミジナ リー》1週 間 目… 《ナ ツナンカ》2週 間 目… 《ダナ ンカ》
3週間 目 … 《ミナ ンカ》4週 間 目… 《ユナンカ》5週 間 目… 《ウチナ ンカ》
6週間 日 … 《ムナンカ》7週 間 目… 《ナナナンカ》(49日)
なお1墓の開閉時に、最初に墓に手を付ける人はユタが選択 ・決定する。サンジンソウ(易者)が 決定
する場合もあるが、いずれにしろ親族員の干支や、潮の満ち引き等が考慮 され決定される。墓の修理 ・改
築時においても同様である。生者が墓の内部に入る場合は、尻から後ろ向きに入らねばならない。
④墓の構造 ・内部
墓の内部は、砂が敷き詰められ3段 構成になってお り、上段(手 前から一番奥の段)に 向かって右端か
ら左端へ、古い順に逝去 した者の遺骨の入った骨壷倒 を並置していく。上段に空きがなくなれば、中段、
以下下段(手前側の段)と いう具合に右か ら左、-Lから下へ並べていく(下図参照)。最も直近に亡くなっ
ぶ
た者の遺骨は、下段の中央部 ・内部出入口部分(墓の入 り口付近 ・取り出 し口部分)の 前、あるいは墓前
スペース(地面)に 置かれる。これを 《ジョウバン》もしくは 《ウジョウバン》(門番)と 言い、生者力S死
者の世界に来ないように、再び人が死なないよう墓の守衛の役目を果たしている。墓の入 り口が開いたま
まであると、生者を呼ぶ と考えられているので、通常は石で塞いである。続いて、人が亡くなった場合、
ジョウバンの位置に置かれ、前の骨壷は順次、上部優先の法則に従って上方部から配置される。倒.なお、
墓の門は、家屋敷の中心から家の門をずらして建てることと同様、墓の中心からずらしてつくられる。こ
れは不幸が直接入らないように、あるいは 「殺気除けである1との説明がなされるが 《フンシー》(風水)、
との関連があるものと考えられる。墓に添え置く 「札」には、先代の始祖が書かれるのが一般的であり、
事例によっては姓や役名のみ、あるいは屋号が記 してある。いずれにしろ墓は後世の住居と認識 されてお
り、並置 ・配置の方法は必ず亡くなった順序がわかるように配置されており、当該地の系譜認識 とその記
シ
憶 保存 の方法を考察す る上で十分、timefactOrや「時間論」 を考慮にいれねばな らないであろ う。
① △ ①墓の後部……呼称なし
、 ②M・ 纏 膿 灘1:蒜乱 籾 ヂ〉
ξ ③ … 上 ④ 墓 の 裾 … …… 《チ ン シ》(膝)
i8一溺 橿麟::::::::::::1ス㌫z>
:iil⑦ 石垣 … … … … 《ス ウ デ イ》ロ き ム
酢 鯖 ③ ・ 橿闘:::::::::=:陽Zl㈱
*数 字 は・ 並 置 順 序 ↑ ⑨ 、 面 ⑩ 裏 口 ー ー 一 《グ チ,シ ・一 グ チ)を示 す
回 ⑪ ウー ジ… … … 《チ ヌー 》⑩
▽
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⑤亀甲墓
亀甲墓は女性の象徴である。妊娠 した仰向けに横たわった女性を表象 してお り、上部の円型 くドー ム状)
の屋根部分は膨 らんだ腹部を、入 り口部分は女性器を、左右に突起 した部分は膝を、手前に突出 した部分
は脚を表 している。亀甲墓に入るということは再び生まれたところ、つま り母親の胎内に戻ることを意味
し、人々の 《グワンキ》(元帰)、永劫回帰を内容 とした再生観が読み取れる。現在、備瀬では減少傾向に
あるが、かつては亀甲墓が主流であり、山を削 り、床部分に砂を放 き詰め、土で固めた、と伝えられる。
し ノ
沖縄全土においても亀甲墓の建造は若干数にとどまっているが、既に存在する墓の改築修理は見受けられ
ト
る。近年では、石造式のものよりもコン2リ ー ト(PC工 法)の 使用 ・普及が一般的になってきてお り、
種々のデザインや装飾に富んでいる。一般に個人墓は 「亀 甲墓」と最も一一般的な 「掘 り込み墓」に大別さ
れるが、亀甲墓数は稀少とな り、昔か ち経済的な問題が背景となって一－Mlの経済的に余裕のある 「門中j
ない し 《イチムン》(一門)に 多くみられた。掘 り込み墓は古来から存在するもので、とりわけ海岸部に多
く存在 し石の壁に穴を開け内部の空間に広い間取 りを確保 し、将来、安置されていくであろう遺体を余裕
をもって逐次、安置できるよう空洞化がなされている。亀甲墓と比べると簡素な構造である。
'£
;
⑥墓に関する問題点
かつては門中墓(3t)がみられた備瀬も、海洋博後の現在に至っては`個 人墓'が 密集 した共同墓地の形態
をとっている。㈲ 個人墓は 「家墓」の呼称にほぼ代替可能である。家墓は本家 ・分家で共同ではなく、個々
で所有 している。このため、仮に本家墓があった場合、次男 ・3男以下は入ることができず、独力蓄財 して
各々、建造することが期待されている。位牌同様、〈チョーデ 一ー・カサバイ〉(兄弟の重な り)の観念か
ら、墓もまた死後のll堺の住居 と認識されているので兄弟同居、つま り兄弟で同 じ墓に入ることは禁忌と
され る。 当然、妻あるいは嫁は婚家の 「門中」に入 り、生家め門中に入ることはない。 また幼少時に亡く
なった子供の墓は、家墓とは区別 し、家墓(本幕)の 脇に配置され墓名はなく、親 が亡くなるまで同じ墓'
に入ることはない。 これは 「本墓には親より先に子女を入れてはいけない」と伝えられることに起因する
ものである。場合によっては、未婚の本家の女 子でも若死 した場合、本家の墓に入ることができない。そ
の他として聖域 《グシクヤマ》そ地図参照)1。ある粁 鋤 《カミバカ》(欄1ま 緒 不明の齢 人、t
によれば 「無縁仏」である、と説明する。(36)`『
兎角、誤解を生 じやすいのは 「ムアイ墓」や 「寄合墓」を門中墓と解することである。備瀬には少数の
「兄弟墓」も存在 してお り、これは下位世代が上位 世代の系譜ラインを誤解 し、本来は同門中である複数
の被祭祀者を、その相当数多く余分に墓を建造 した結果である(下記事例参照)。
{N家の兄弟墓の事例】
一
?
?
△
÷}灘鱈=ご
△
a b
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墓の売買 ・贈与は決 して行わず禁忌とされ、位牌は移動可能であるが、原則的に墓は移動や転地が避け へ
られ、また、仮にやむを得ず移動する際 も、「門中」内の話 し合い、承認 ・許容またユタの託宣等を含めて
過度の困難をきたす。 これは他人の墓あるいは放置された墓を、故意に、もしくは知らずして誤って使用
すると観念上、タタリがあると信 じられているからである。《イチムン》(一門)が 転出 して しまう場合も
「誰に墓を守らせ るか」は〈イエ〉存続、あるいは相続継承の点における具体的処理として非常に重要な
問題 となる。
3.マブイゴメと`〈シマ〉外死'〈37>一くシマ〉㈹の境界をめぐって 一 介
マブイゴメは 《マブイウイ》もしくは 《マブイグミ》 ともいわれ、死者の魂が抜けないように祈祷 した
り、もしくは一度ぬけた魂をもとに戻す儀礼であると説明 される。あるいは悪 しき死者の霊を追い払 う意
もある。この儀礼の実演者は、呪的 ・霊的職能者ユタである。かかる儀礼の意味づけは安 らかに滞りなく
《グソー》(後生)へ到達するように、との願いが込められている。儀礼上、ユタが 「魂の入れ替え」を司
ることができるのは瀕死の生者の身体や霊、もしくは死後直後の死者の身体や霊に対するものである。こ
の状態における霊はまだ流動的であ り、現世 と来世を行き来することが可能であると信 じられているため
である。この流離っている状態の霊は、現世に帰還可能な存在と認識されている上に、仮に死んでも何 ら
かの拍子で、精気を吹き込まれ、生を授かることもあるとも考えられてお り、つまりこの場合、《グソー》
か ら再生することもある、と信 じられているのである。故に、必ず しも 《グソー》は到達の場ではなく、
往来可能な帰着の場でもあると認識 されている。 このことから、現世と他界は同直線上にあ り、しかも連
結 したcosmicな世界を想定 していると推察できよう。ここで大事なことは、人(死者)は霊魂っま りは霊
的存在として永劫不朽に生き続け、肉体の消滅とは、その霊的存在が体内から脱 した状態に過ぎない、と
考えられていることである。これは言 うなれば 「伝統的な世界観 と再生観の 「基点」となる慣行」(39)なの
である。またマブイゴメは、必ず しも死者とは限らず、危篤状態におちいった瀕死の生者にも適用される。
その際、主にユタにお払いを委託するが、場合によっては男子の親族員だけで執り行な う例もある。㈹ 家
の門に餅や線香を供え、ススキの葉で魔除けのお払いをし、親族員が患者もしくは死者を屋敷内に運んだ
後、生者の場合には 《イウ》(魚)の汁、《メー》(御飯)を 食べさせ、死者の場合は仏壇に供える(死者の
場合は供えるのだがこの場合、頭のっいた魚が良いとされる)。さらに、当人の寝床の脇に膳をつくり、釘
を3本 と細長い石3個を置き、釘とススキは2,3日間、放置して置く。膳を前に して 「マブヤークーヤー、
マブヤークーヤー」と言いながら、魂がからだの中に、もしくは家の門から入るように、と身につけた衣
服 ・着物をさす りながら祈願する。
かつては亡くなった人の家(一般に 《ガン》を担いだ者が適当とされる)か ら、備瀬南方(地 図参照)
の 《ガンヤー》(柏屋、現在消失)付 近のガジュマルの木まで浜辺の砂を撒きながら、「ホーホー」 と叫ん
で悪霊を払ったと伝えられる。一連の儀礼はノロによれば、死者の霊が無事、生者の 日常の世界から祖霊
の領域(観 念上、〈シマ〉=備瀬南方と考えられている)に到達するように、との意が込められた儀礼で
ある。なお、この砂を入れたお椀などの容器はガジュマルの木付近に捨てられるが、それを裏付けるよう
に、明確に 「現世と 《グソー》(祖霊の棲む領域)の境に、お椀を捨てた」と 《カミンチュー》(神人)は
説明する。まさにこの場所こそが観念上、〈シマ〉の境界と考えられている場である。
マブイゴメは元来、死後3口 を経過 した後に行い、潮が引く干潮時に合わせて、凶や悪い事は全て水に
流 してしまえ、とい う願いから、干潮時に海に向かって祈 り、塩(潮)で 清めたススキの葉で3回 払い、
塩を撒いて清め、続いて 《ハマガー》(井戸=聖域)の水でも清めた。〈シマ〉外の事故等で意識不明にな
った患者には、ユタは現場に駆けつけてその場でマブイゴメを行 う。〈シマ〉外の入院先でも同様であり、
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〈シマ〉内の一つまみの土あるいは砂を病室内に盛ってマブイゴメを行い、葬儀前に死者の火葬を完了す
る。
〈シマ〉外での死、例えば海難死 ・異常死、入院先の病院、および(〈 シマ〉外と認識されている)畑
ノ
で死亡 した場合、その遺体をくシマ 〉内に持ち込むことは禁忌 とされる。 これは鯖瀬において特に強調さ
れる禁忌であ り、禁忌を犯 した場合はタタリが起こると信 じられている。ω)したがって家屋内で葬儀を行
うことはできず、そのまま火葬場に直行する。 しか し一説では長男にかぎってくシマ〉外での死亡でも家
屋内で葬儀が行なわれることもある。また場合によっては遺体との面会も禁 じられることもある。これは
かつて天然痘などの伝染病が流行 しだことに起因する名残であると伝えられる。瀕死の患者に対する処置
としては、死期が近いと認識 した上で、存命中にイエに連れ運び、最期の晩を過ごすこともある。事故等、
その 口のうちに亡くなった場合は、翌日の正午には葬儀を行 うことができる。〈シマ〉外で亡くなった者
の遺体は、直接 火葬場へ運ばれ、一晩(厳 密には24時間)(42)の経過を待って、その火葬場で葬儀 ・告別
式が行われる。倒 その際、〈シマ 〉の外側 とされる道を通って運ばれる。一般に県道(114号)より西
側がくシマ〉内と考えられているが、県道の西側にある畑は 「〈シマ〉の生産手段の場」 と考えられてい
る為、観念上、〈シマ〉の内部にあって も、最終的にはくシマ〉=備瀬内に入 らない限 り、運び込みよう
もないので、この`畑 の道'を 通ることは良 しとされる。遺体は〈シマ〉外の共同墓地に安置 され、場合
によっては葬儀 も墓前で行われる。海難死の場合は、遺体があが らず遺骨 も採取できないため、旧暦の七
夕に、海辺に重箱に詰めた料理や盟、鍋を持っていき湯を沸か し弔う。年忌も同様に海辺にて執り行 う。6
才までに亡くなって しまった幼児は位牌に名前の記名がなされず、通常の`正常死'と は異なる特殊な葬
制がとられる。流産児、死産児あるじ・は未命名の赤児は供養 ・野辺送 り ・《ナンカ》(七日)焼香はなされ
ず、《イーヤー》(胞衣)と 同様に扱われ、屋根裏やカマ ド後方の雨垂の所に埋葬 される。具体的処置 とし
ては、ガンに乗せず父親が抱いて墓に運び、墓庭で 《ソーメン箱》(素麺箱)な どを利用 した 《カンバコ》
〈棺箱)に 納め、本墓の袖垣にこしらえた仮墓に…時的に安置され、親が亡くなった時に洗骨 して本箱 さ
らに本墓へ移葬する。また、場合によっては 《ワラビバカ》(童蒙)、《スバヤル》(側宿)、《マジシ》、《モ
ー》などに暫定的に仮安置され る。前章の婚姻成立過程で触れた、サキムイから二一ビチまでのプロセス
で、男性もしくは女性のどちらか一方が亡くなって しまった場合、「フパンシキレー トー セン」或いは 「フ
パンシキティ トラシンソー」(死んでか らも親の前でお供えをして下さい)とい う決まり文句が告げられる。
ユタによれば、死者の霊が現世に現れるのを防ぐためであると説明する。現在、備瀬では現在 「グソーニ
ービチj倒 の慣行は行なわれてお らず、戦前までは若干、見受けられたと伝えられる。
4.葬制と死後の世界 －timefactorにおけるchangingprocess－
人は死を迎えると時間の推移に伴 う供養儀礼が行われ る。 このことは琉球文化領域において一般的にみ
られる儀礼的慣行であり、「葬制」に関する数々の研究において、この 喉 養儀礼」が扱われてきた。以下
では、備瀬におけるくあの世〉、死後{AfterDeadTime)の世界、及びカミ化過程についての分析 ・考察
を行 う。 〈シマ〉の祭祀のお りなす世界、現世の同一線上にある 《グショー》とい う観念的想像世界に対
して、現世において具体的に為され施される処置法や対処の仕方つまりは`年 忌供養の在 りかた'を 問題
祝するものである。従って、人が本来的にもっているとされるlifecycleの周期的律動㈹か ら、何 らか
しらの社会構造的なfolklog量○(民 間論理)を導きだ していこうと意図するものである。そ して、この
1ifecycleは、現世における加入儀礼を延長ないし連続するものであ り、仮に人が辿っていくであろ うラ
イフ ・コース、あるいはライフ ・サイクルを文字通り`円'な いし`丸'に 喩え、当地で観念される 「再
生勧 を概念的に表象するならば、`あの世 は半円部、裏面ない しB面なるものを担当するわけである。
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このことに関 しては、後述 の図表(概 念図)を 参照 され たい。
ここ備瀬 において も年忌焼香 には、49日、1年 忌、3年 忌 、7年 忌 、13年忌、25年忌 、33年 忌(46)が実
修 され 、さらに49日 まで を細か く分 けるならば、《シ ョナ ンカ》(初七 日)か ら1週 間ご とに 《ダナニカ》、
《ミナ ンカ》、《ユナ ンカ》、《グナニカ》、《ムナ ンカ》・《シンジュウ》の焼香(47)を経 る・ この ことは"lfl$一"
を流動的な時間の中に明確に位置づけていることが読み取れよう。葬送儀礼を経ると、没後49日 《シンジ
ュークンチ》までは豆腐、餅、御飯など、`白'を基調としたものを仏壇に供え、ロウソクの灯は絶やさず、
朝 ・昼 ・晩 と供花、供茶そしてシロの水(`白'に着色 した水)を 取 り替える。この間、親族員以外の来客
も朝から集まり、3～7日おきに、場合によっては、ほぼ毎日墓参 りを欠かさない。49日までは仏壇の扉は
閉 じ、位牌を和紙などのシロの紙で覆い⑱、 額を裏返 し、飾 りを下げ、さらに仏壇の前に机を設け、その
上に 《ウコーロ》(香炉)を 置く。49日を経過すると白位牌を消却 し、本位牌(`赤'位牌)に 替える。(49)
このことは霊位が移ることを明示するものである。この際、死者の 《ピガージ》(死亡年月 日)を記入 し、
位牌を先祖代々の大きなものに乗せ換え、以前の位牌はその時に焼いて香に3回 入れて、新たな位牌に名
前を書く。なお、仏壇のないイエはこの49日をもって購入 ・設置する。夕方になると《マブイワカリ》(《マ.
ブイアハ リ》)が行われ、これは仏壇の間(二 番座)の 《トハシリ》(戸走)か ら門に向かって死者との最
後の別れを告げ、死者の霊を 《グソー》へ送 り出す儀礼である。この際には、重箱や酒を供え、焼香の後、
《ウチカビ》(天保銭を象った紙)を燃やす。このことは、49日までは観 念上、死者の霊は(イデオロギー
を含んだ)〈 イエ〉に距離的に近距離に位置 し⑪ 、この 日を境に祖霊に変化するものと考えられる。つま
り死霊から祖霊への変化である。且つ、その象徴は位牌の`白'か ら`赤'へ の転換である。また49日の
供養が終わると夕方の干潮に合わせて仏壇の供物を片付ける。7年 忌には骨壺のカメを取 り替えるが、こ
のことをくシマ〉の人々は 「(現在では見られない)土葬 ・埋葬時代の洗骨儀礼の名残である」と説明する。
昭和35年頃までは土葬が行われていたが、昭和40年頃か らは専 ら火葬に定着 した と伝えられる。しか し、
具体的処理としては 「甕(か め)な いし骨壷に新 しく移 し替えることで洗骨儀礼の代替を しているのだ」
と鯖瀬の人々が説明するように、諸慣行に形式的な`変 形'がみ られる。
こうした伝統的慣行の変形もしくは消失については、その原因探求や解明はもちろん、安易に慣行的`変
化'と 帰結することな く、〈シマ〉の文化維持に関 して何に価値を置いているのか、'を考慮する必要があ
る。骨壷への移 し替えが`洗骨儀礼の代替'で あるという情報を入手できたことは、正にフィール ド・ワ
ーク冥利に尽きるのだが、時代が経てば、当該地の人々ですらも儀礼本来の意味、ないし行為根拠が曖昧
になる。 このことは慣習的な知識 レベルに関連するものであろ うが、研究者ないし分析者サイ ドにおける
`文化の翻訳'を より慎重にすずめることが重要な手続きとなろう。
厳正な 「祖先祭祀」の人々の表層的な行動場面を一一概 に簡素簡略化 したのであると捉えてはならず、祭
祀執行自体にたいする当該地の人々の解釈に異同や若干の齪酷がみうけられても、儀礼的行為そのものの
`意味'を捉え、従来の解釈の芯を外すことなく、さらに意味内容を追究そして看守することが肝要であ
ろ う。そして、その目的延長線上に、始祖求心的な 「祖先崇拝」に一義的な不変価値を置いていることが
読み取れることは(他 の沖縄文化領域における研究蓄積からも)お よそ疑いもない事実であろうからであ
r
る。
ここで 《ハル ・ショーコー》 とよばれる洗骨儀礼について若干の説明を加えることにする。土葬が行わ
れていた頃は死後3～4年、もしくは4～5年を経過 したら洗骨 ・改葬 した。洗骨の日取 りについてはユタ
の託宣を受けることもある。しか し、3年忌を待たず して洗骨を行 うことはない。改葬の理由は、土や虫あ
るいは副葬品(枕飾りなど)が腐乱 した遺体に付着 したのを取り味いだり、「ケガ レを落として綺麗になる」
〈51}と言われるように、死者の霊を清めるためであると言われている。洗骨は墓前で実施され、親族員が集
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ま り 「珊瑚のカケラのように縞麗になってくれ」との願いを込め、カメ(甕)の 中の遺骨に酒(泡 盛など)
を振 り掛け、古い着物(あ るいは白い布)を川の水で洗い、それで骨を拭いて乾かして、また遺骨をカメ
(もしくは新 しいカメの 《ジンシガメ》)の中に入れて最後に酒をもう一度かけ、その後、再び墓に安置す
る。このあと墓場近くの浜(現 海洋博記念公園)で 《ウガン》(拝み)を する。一連の行為は全て女性親族
員が行い、男性には遺骨に手を触れさせない。このことは、日常生活過程における男性の政治的優位性に
対 して、呪的 ・霊的レベルでの女性優位の顕在化を示すものである。このウガンの際、1つずつハシ(箸)
で 《ハ ミ》とい う背の高い箱に入れ替えたり、洗骨の際も骨にかける液体は水(お 湯)で あったり、ある
いは酒で消毒 した り、もしくは石鹸の場合もある。また、移 し換える容器は必ずしもカメや骨壺だけでは
ン
なく、もとの 《カンバコ》(棺箱、主にスギ製)に 戻した りする例も若干みられる。夫婦の骨は同一のカメ
に安置されるが、もし、妻が先に亡くなっても後に亡くなっても、妻の遺骨のほうを下にして、その上に
夫の遺骨を乗せ、必ずあの世でも男性が上になるようにと遺骨を置く。また、墓内部はハブが`住みか'
にしている恐れもあるため、火や煙を炊いて内部に生息 していないかを確かめてから墓中に入る。前述 し
たように、男性が墓を開けて 《ガン》(棺)を出す以外は、全て女性(近 い親族員の婦女子)が洗骨儀礼を
実修する。(52)場合よっ=ては 《タカシマヤキー》(易者)が儀礼の際の役割分担を決定することもある。な
お、「清め」に関する呼称には、'《シンクチ》《アライ》《ツラクナスン》《カルクナスン》《ツク リン》《タヌ
クチスン》等がある。.'し
また、何 らかの理由で(例 えば、前述の海洋博建設の際の墓地の移動等)移 葬 しなければならない時に
は、白骨化を待たず不麿のまま遺体を洗骨する場合 もあった。白骨化を待てないならば仮墓をっ くって安
置する。但 し、1年を待たずに洗骨することはない。
33年忌は 《ウフ ・シ ョーコー》(大焼香)と称 し、最終年忌である。 したがって、この日をもって焼香は
終止となる。宮古(最 終年忌は比較的早く25年忌あるいは13年忌)を 除けば、ほぼ沖縄ないし琉球全域
で33年忌が最終供養である。
33年忌を経過すると祖霊は天に昇 り、カ ミに転化すると考えられている。いわゆる 「トムライアゲ」の
ジ
時期であり、このことを 《ウチシチアガリミセンデー》と言 う。また天に上がれば、グソー、インマオー、
ナ ミ、ア ミナボ トクの神に迎えられると伝えられる。33年忌のことを 《ウブク》とも言い、位牌と同数に
供えた膳(あ るいは湯呑み)の 上にハシを置く。 この時に供えるモチは白か ら赤に替える。臼33年 忌の
仏壇はむ しろ祭壇として捉えられ、神格化 して天へ昇化あるいは海の彼方へ飛び立つ`祝 事'と して、集
合 した親族員で線香をあげ、赤や白を基調 とした馳走が膳に並べ られる。この日を境に焼香や供物をしな
くなり、仏壇内の位牌 は最終年忌供養 とい うことで観 念上は処分することができ得るが㈱、そのままにし
ノノ
て置くか、位牌 を裏返すなどの処置がとられている。このことは 《ウヤパープジ》(始祖)に その存在を全
的に吸収 されることを示す と同時に、位牌に明記することで中間的祖先の記憶の保存を目的とした二次
的 ・補完的な位牌処理がなされるのである。年忌の中でも祖霊が神格化する33年忌は重要視され、かつて
は2日かげて行なわれ、ニワ トリ2羽を飾 り、これを出汁に して参列者にふるまったと伝えられる。
ともかくも、49Hをもって祖霊に加入を果た した霊的存在は 「祭祀さるべき個性ある霊的存在」㈲ とし
て33年忌まで祭祀対象 となるが、33年忌をもって、序々に個性 を消失 し、カ ミ=祖霊一般に転化すること
に他ならない。㈹ 大胡欽一はこの転化を 「浄化」・「聖化」・「善霊化」と表象 し、そうした過程は 「距離感
覚か らも遠祖像 としてみられ、究極的には世界(地)の 涯の理想郷へ と連続 していくことになる」㈲ との
指摘 ・展開を繰 り拡げている。'こうした転化はいわゆる`翔'と あてられることもあるが、ここ備瀬にお
いても具現的に見出す ことができるのである。同時にニライカナイは 《ユガフ》(豊穣)を もたらす理念上
の世界というだけでなく、自己が到達可能な`あ の世の生活の場'で あり、再生空間 として冥界からの生
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気を得る転化空間(turningspace)と考えることができる。人を取 り巻 く全空間的デザインは冠婚葬祭 ・
年忌供養儀礼を通して意味付与され、聖域 ・観念空間を通 して具現化 されるのである。
むすびにかえて
現世(LivingTime)の年時儀礼ない し通過儀礼に関する優れ た考 察[村 武:1979・渡邊:1987等]が蓄
積 され てきたなかで、本稿 は、それ に加 えて 「時間論」を考慮 した大 胡欽 一の考察(1995)(58)に準拠 し、
くあの世 〉も しくは く死後の世界 〉(After-DeadTime)にまで拡大す るライ フ ・サイ クル観 を考察す る
ことを視座 として、これ まで記述 してきた。 大胡欽一は`1ifecycle論'のなかで 「『人の一生』 を時間
論timefactorの中に位置づけ、 … 〈中略 〉… 出生か ら死に到 るまでの"livingtime"と死 か ら再生
までの"after-deadtime"を連続線 上にお き、これ とクロス ・平行 して空間論(地 域的同心円的拡大圏)
の距離化 とこれ にともな う永劫回帰の人生観」 を明確 化 し、 「『人 の一生』 はjnitiationの連続的 複合体
である と云えるであろ う。』㈹ との見解 を摘 出 したこ とは 、昨今、主 と して葬 制をめ ぐって展 開 され る諸慣
習あるいは個々の祭 祀的場面に焦点をあてた フォー クロア(民 俗)的 記述を 中心 と した成果が、お よそ主
流的に提示 され てきたなかで、 と りわけ大胡の社会構造論的視座に 立脚 した姿勢 は画期的 なもの であった
と同時 に、timefactorない し`時 間論'か ら`社 会構造 の在 りかた'を 導 き出 してい こ うとす る方法論
を抽 出 したことにな る。
?
?
?
、
＼folkideology/
無 限 。。 大 胡 の(EGOの 累 積 関係 モ デ ル 〉
加藤 の ∫独 楽 の 図」 応 用 モ デ ル(上 ・下)
③ 大 胡 の く】ifecycle論〉 と上 図 モデ ル
②
出生
渇 即 ξ'
ノ
(
〉
加藤茂 『意識の現象学』東京,世 界書院,1986年,pp.206-207
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A。Schutz,CollectedPapers,LJIartinus苗ノ7]off(TheHague,1973),PP.138
大胡の述べる`永 劫回帰の人生観'を端的に要約すれば 「いかなる人間であろうとも、特定社会の一員
として出生し、当該社会=文 化の規整 ・規範的=儀 礼的行為を経過することに、あたかも山頂を目指 して
石段を登るが如く、その位置 と役割を全的に転換 していく。」㈱ ことであり、年齢に応 じて、位置 ・役割
が変化することであ り、`社会的な意味づけ'とは正に新たな社会的位置を獲得することであることを言わ
んとするものである。「儀礼的契機(initiζiion:poch)」は社会的承認を得て、少 しずつ上がっていく階
段であり、そのプロセスを経過することに(age-ing)、社会的位置を変化 ・確立していくことを述べるもの
である。このことは現世においても、またさらにその延長線上にある死後の世界においても、年忌儀礼を1
つ1つ 経ていく過程で、新たな社会的位置を獲得 していくのである。これらを備瀬の 「儀礼的契機」にあ
てて具体的に述べるならばEgoが死後歩んでゆく、もしくは歩むこととなる、ミジナ リー(没後、2日目)
→ 《ショナンカ》もしくは 《ナツナンカ》(初七日=1週間日)→ 《ダナンカ》(2週間目)⇒ 《ミナンカ》
(3週間 日)→ 《ユナンカ》(4週間目)⇒ 《ウチナンカ》(5週間日)⇒ 《ムナンカ》(6週間日)⇒ 《ナナ
ナンカ》(49日=7週間日)⇒1年忌 →3年 忌 ⇒ 《ハル ・ショーコー》(旧洗骨儀礼)⇒7年 忌 →13
年忌 →25年忌 ⇒33年忌=最 終年忌 《ウフ・ショーコー》(大焼香)といった一連の儀礼的契機に従い、
Egoがその存在を、死霊 ⇒ 祖霊 ⇒ カ ミ(=祖霊一般)へ吸収される、といったように社会的位置を変化
させていく過程が読み取れる。なお、死霊から祖霊への過程においては、個体が観念上、イエから距離的
に、近距離から遠距離にその位置を移動していくものと考えられてお り、祖霊からカミへの契機は 《トム
ライアゲ》をもって個体を消滅 し 《ウヤパープジ》 〈始祖)に 全的に引き上げられる、と考えられている。
これら変化過程の象徴は、位牌や祝事御膳のモチの白から赤への変換に象徴されていたり、骨壷の交換、
位牌を裏返 しする行為にも顕著に顕れているのである。
大事なことは、`次の'儀 礼的契機を経るまでは社会的位置は変化 しないことである(「全的転換])。つ
ま り時間的経過 ・推移が伴 うだけでは社会的位置は変化 しないのである。社会的位置は慣習法上、一定の
`時間的な幅'を 与えられることが義務づけられているのである。新たな儀礼的契機を経たその瞬間は、
新たな位置を与えられた証となるエポックであり、それまで権利 ・義務を演じたEgoの位置と`瞬間でさ
え'重複 しないのである。極論的に喩ネれば、たとえばアダル トとしての承認を得る 《オ ヒロメ》(お披露
目)の数分、数秒前であっても当事者たちは`大 人'で はなく、現代企業社会に置き換えれば`部 長'に
なる直前、前1]までは、半熟で艀化的な`部 長'な どではなく、れっきとした`課 長'で ある、という具
合にである。
話を元に戻せばとにかくも、これは 「位置 と役割の全的転換 と霊的存在の`取 り換え'』(6s)を示すもので
ある。概念図式とすれば、縦軸に 「社会的位置」をとり、横軸に 「時間」をとれば、人の一・生はおよそ`階
段'の グラフ(62)に準えることができる。なお、この`階段'は 生から死へ、死から再生する永劫的なプロ
セスを経ていくのである。従ってこの`階段'の行き先は、死をもって到達ない し終着するものではなく、
言わば`無限回廊'となっているのである。従って要は、人は常にイニシエーションの連続の中に存在し、
その過程で変化をきたすのである。社会的にmembershipを与えられ諸儀礼を経過することに、社会的な`意
味づけ'が なされるわけである。この ことは人間 とい う集団を捉 え る上で、固定 ではな く時間の範
囲内 ・幅 で考 える必要性 を示す もの である。 この周期的 な流れ の中で、社会構 造の在 り方 を導
き出す ことが本稿の主要 なテー マである と同時 に、他の 沖縄 文化領域 における 「通 過儀礼」 に
関す る広範で且つイ ンテ ンシヴな継続的調査 が今 後 も主要な課題 となろ う。 いずれ にせよ、人
の成長 ・変化 は 「社 会化」の問題 に関わ るものである。
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往 く婚姻 〉
(1)この関係 を 《グーナイ》、《ムチ リナイ》 とい う。
② かつ ては 《タ.・ザ》{他字)の 者 と結婚すると 《アマイ ム》された 儒 鹿 にされ る、見下され た)、もしくは 「村 八分」同然の扱い
を受 けた、 と説明する。また 、f士族 出身」 と 「農 民出身」 との婚姻は身分階層の違 いとい う理 由か ら許 されなかった。
〔3)「ア ダン」の葉を`札'(ふ だ)と 見立 てて使用 した もの。
(4)バロー ヂは 親類 であ る と説 明 され る。 一・般 に 研 究者 サ イ ドで は バローヂは双系親族組 織 と適合的であ り、egocenteredな
`関係'で ある
、と説明 される。
(5)勢家か らの使者は、理想的 には新夫の母親 とその姉妹が 良い とい われてい るが 、事例では新夫の兄弟姉妹、兄弟 夫婦な ど多岐にわ`
たっている。
(6)易者に占って もらう場合は、当人でなくその両親が相談料を持参 し、N時 とその時間帯、方位 など詳細 にわた って決定する。
(7)年長男子とその他の男子では 「居 住制 」に関 して若干の差異があ り女寡の家族構成 にも影響 を うけ る。
⑧ ニー ビチにおける捷や禁忌 として、祝いの料理 の品数を奇itll且にす る、嫁が勢家 に引き移 る際に後 ろを振 り向かない、男家に入 る
際、入 り目の敷居にっまず かない 、な どがある。また、ニー ビチ(根 引き)に関す る考察 は大胡(1972)『政経論 叢』40.5,6のp.143
].16を参照 されたい。
⑨ 親族 員以 外の参集で膨大な数 になる為、多い時で300～500人にのぼること もある。多額の経 費を要す るが両家で負担 し、一部若
干 は字が負担す ることもある。 なお、各家 で行 う場合 は、仏壇 の前で料理 ・酒で宴 を祝い、パn－ ヂ以外は若1数 に限定 され る。
この場合 の座順は仏壇 に近い方か ら、両親、兄弟姉妹 、イ トコ… とな り、仏壇に'一番遠 い方 に友人 ・隣人 ・知人その他 となる。 嫁
が来た ら仏壇の前に座 らせる。 式場 として近年では、出雲殿 や長栄ホール、(海洋博物館近 くの)ロ イ ヤルホ テル 、或 いは名護 の
宴会場 ・ホテル等が利 用され る。
(10)見里朝慶f人 間 一生の行事一一首理の民俗」 沖縄文化協会編 『沖縄文化叢論』東京,法政大学 出版局,1970tF。「『婿 入 り』 には じま
りr嫁入 り』の儀までお こなわれる」 との士族門 中の考察が ある。
(11)《ナカグチア》(仲人)に は男方の恩自di、職場の上司、町会議員な どを選び 、ニ ービチに出席 、祝辞 を述べ てもらった後 、酒な ど
の土産を渡 して返礼す る。 τ
(12)嫁入 り道 具と しては、家具 ・家電が主であ り、箪笥 、テ レビ、冷蔵庫 、ミシ ンな ど、ナ イチ(本 ・1二)と相 違はみ られ なくなった。
ラ
かつ ては女家か ら(〈ヤナギゴオ リ》 または く<コオ リバ コ>>(反物 や着物 を入れ る籠)に 、編 んだ着物を入れて男家へ献ltした。ヤ
ナ ギゴオ リは ワラ(藁)で 作 られた ものが多 く、紡績工場 でも編 む作業 が行 われた。 なお 、《エへ 一》 と呼ばれる木箱 も代用 とし
て用 いられた。 また、この箱の中には新婦の母が ∫二 ・一ビチチ ンコーラクーイ」 と言っ て、《バシ ョー フー》あるいは 《バサ ー》
とよばれ る着物10～20反を娘(嫁)が 男家を訪 れ る際、持たせた。或いは 、新夫 の寝間着や男方の両 親の着物 ・袴 を織 り、 も し
くは買って娘 噺 婦)に 持 たせた。あ るいは、バ ローヂであ る子供達が この箱 を頭 の上にのせ 男家に運 んだ。 かつての嫁入 りの際
の服装は、夏は 《ク ンジー》とよばれ る薄い生 地の着 物、冬は 《アワーシジン》 とい う木綿 の衣装を着た。新夫は羽織や三柵織 り
であ った。現 在、新婦は文金高島lII、新 夫は羽織 袴である。
(13)大胡欽一[1972】。琉球民俗文化 ・社会の諸調査において、大胡は実に端 的にコ ミュニケー シ ョンを持続基盤 として、「婚姻]を そ
の類型か ら、性に よるCO㎜`Unicationの最大の現 象 とし、その本義 を 「配偶 者のどちらか 一・方が生家 をはなれ 、他方の配偶者の家
ノ
又は近 く又は新居(又 は元 の生家に留ま り、訪婚形態 をとる)に 移動する ことであ り、人 を媒介 に集団間の関係が創設 ・再編 され
るこ とになる∫(1987c)と結ん でいる。 さらに背 後に、観念 が象徴 的霊 の移 動に関連性 を もつ もの と指摘 しつつ も、"現象的"に
重要であることを強調 してい る。`(人・物品 ・霊 的存在を含む)移 動'の 問題 を大胡 は、①Nfemberの再編成 、②地域的配置、③権
利 義務、故にmembershipの獲得 とい った見地からr嫁 の移動jに よる親 族の再編成を問題に している。 の琉球語領域 における調
査 ・研究か らも 「婚姻を契機 とした家的関係 と親族関係のネ ソ トワー クの生成 と再編成過程が示唆 されてい る」[大胡:1991.4]と
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の指摘にもある。
(14)門中組織の物故成員 に対 して、<<ウクデ ィ》 と称す る同一・lie中の女性成員 が祭祀者の地位にっ くが、呼称 はともか く、妻が この
positionにっ く事例がある。
(15)拙稿:2006aのオナ リ神信仰 に関する論考、拙稿:2006bの∫門中jに おける`女 性の位置'に 関する筆者 の論 考を参照 されたい。
泣 く葬墓制 〉 ・
(16)大林太 良 『葬制の起源』 東京,角 川新#、1965年。 および及川宏 『同族組織 と村落生活』東京,未来社,1967年。
(17)同上,73ペー ジ,及川宏 によるf婚姻 と葬送 とが同族 と姻戚 との相い交叉 して生ぜ しめる」内容を結脱 した論 文であ る。 また、こ
れにkindredの観点か ら同族縄 哉の解 体過程の分析 面に注視 した論 文も提出 されている。
(18)f北部 沖縄の祖霊観 と祭祀」『政経 論叢』35-1、明治大学政治経済研究所,1966年。「祖霊観と親 族慣行一琉球祖先崇拝の理解 を目
指 して一」『沖縄 の民族学的研 究一 民俗 社会 と世界像』東京 、民族 学振興 会、1973b年
(19)葬儀 の際の劇 頃は、まず遺 体の頭 をイ リ(西)の 方向に向けて寝 かせ、頭側 に(遺 体 に近い方か ら)配 偶者を筆頭 に上位1世 代
か ら下位2～3世 代の者が並び、反対側(遺 体の足側)に 血縁 に依 らず、あ るいは認識上、親 族の近い、遠いに関わ らず遺体 に近
い方か ら年齢 の古い順に 並んで座る。
(20)1950年に大宜味村 が初めて火葬 を行い、各地に広まったと伝えられ る。
(2D火葬場 は元、町長の並里氏の時期 に建 造された。
(22)今帰仁 では 《シマ ミ 一ー>>とい って葬儀の行列の途中で一旦、歩行を休止し〈シマ 〉 と死者'との別れを内容 とす る儀礼 を行 う。
(23)かつての:t二葬慣 行時にはダ ビ後に く<ナチャー ミ一 >>が行われ ていた。ナ チャー ミーは死後2日 後(葬 儀 の翌 日)の 供養であ り、
死後間 もない間は死者の霊(生 霊)が 現 世と来世の境 界をさまよい 、死者が生 き返 るかも知れ ない期間 であ ると考え られていた。
したがって 《ガンヤ ー>>(槍屋)に 一晩 、死体 を保管 しておいた。 また、戦 前は葬儀 に3日 間か けていた のでナチャ ーミ 一ーは ほぼ
必修的に執 り行われた。なお、この3[lflの墓参は 《シンジナ リー》とい う。この間 、子供連はなるべ く外出を禁 じる よう躾 られ 、
〈 シマ〉内を歩行す る際は、 「マブヤ ークーヤ 一ー」 と砂利 を撒 き散 らしなが ら歩 いた、と伝え られる。
(24)没後、翌年の旧暦1月16日 に 「1611走行1の 儀礼が行われ、この橋を渡る際、橋か ら落 ちて しまうと地 獄へ 落ちる、と伝え られ
た。
(25)《グソ ・ー》あ るいは く<グショー')〉は 「死後の世界 ・他界であ り、死者の霊は グソーに行 く」と説 明され る。 この ことは現 世と来 世
を明確に区別 してい るの と同時に、 日常 生活の領域 もまた祖霊の存在する`あ の 世'と 一体を成 してお り、1つ の世界を構成 して
いる とみ てとれ る。一・SEでは、現世に生きるくシマ 〉の人 々も旧暦 の1月 、8月の墓参にはグソーに入 ることが可能であるといわ
れ ている。 この ことは大胡が 「生者 と死者はその個体消滅を折 目と して、なお連続 した 世界にあ り、霊的存在の不滅 と同時に、い
つの 日にか再生 しうる もの との観念を潜 在的にせ よ信 じられているかに見える。」(f琉球文化一カ ミと永劫 回帰 のシマ社会jl979、
49ペー ジ)と指摘 したよ うに、他界観を包含 した祖先祭 祀世界 を表象 している ことを如実に表現 して いる。
(26)「沖縄 の社会構造一時間 と空間に関連 して」『現代の=・スプ リ』東 京、至文堂,1973a年,33ペー ジ。1.11-13.
(27)葬式後、供物 と しての馳 走や果物、花等を持 参 し、ここを訪れ 「…ヤーの …が 亡くなったので、`あの 世'で の戸籍に載せ て下さ
い、お 世話にな ります」 とい う旨を報告す る。 報告者 は親族員の男性に限 られ、且つ直系の者 でなければな らない。禁 忌の対象 と
なる者は死者 と同じ干支の者 、厄年の者 であ る。なお、 この着た ちは死者に手 を触れ るこ とは一切 、禁 じられている。一説 では、
かつては墓場であ ったこの場所(現 、海洋博記念公園)の 《テーガニ ーク))(聖域)内 部の 《ガンヤー》(箱屋)に 報 告 した ともい
われ てい る。
(28)敢えて 「南方1と したのは、〈シマ 〉の`内 部'、ない し南の`一 部'と 考える 「南部jと 区別 したいがためであ る。 墓地は観念
上、〈シマ 〉外 と考えられているからで ある。なお、<<ミジパイ》よ りもさらに南 方を指す ので ある。現在、バ スの通 る県道Oi4
号}沿 い にも、かつて墓が並んでいたが、戦後、米軍の侵入 と同時に道路 が建設 され 、墓 は各個 人で掘 り返 し移葬 した。
(29)《タマヤマガー》 と称 し、〈 シマ〉の東 、もっとい うと`極 東'と 観念 され る くグシク山》(聖域)の さらに東側に位 置する。近
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年 、この共同墓地 は地盤 沈下が問題 とな っている。
(30)東《アガ リ》を神聖 視する。 しか しなが ら 「ニ ライカ ライ は海 の彼方」 との説明 もある。備 瀬にお ける海 の方 向は、 自然地 理学
上 にお いては 「西」<<イリ》であ る。 このよ うに 哨 然 方位」 と 「民間方位 」が必ず しも一一致 しない ことは、 これ まで も大 胡欽 一
らによって指摘 されて いる。
(31)1(カラハ イ》 〔唐針)と よばれ る磁石で 方位 を決定す る。文字通 り元 来、 中国か ら伝 来 した もの である。
(32)骨壷は厨子甕(ず しが め)で 、石製 と陶 製に大別 できる。そ の形 は 「家型 」とf義 理」があ る。厨 子甕 が使われ たのほ陶製 のr壼
型」が 古 く、17,18世紀 には 像 型jが 普及 した。士族層 は石厨子 を使い始 めた。 屋根の形 は、石製 の ものは 「入母屋(い りも
や)型]、 陶 製はr寄 せ棟 型」であ る。 上部の屋根部分 には シーサーが象 られ てい る。骨 壷の 大小で門 中の年代 ・規 模を推測 す る
こ とが でき、1つ の指 標となる。なお 、骨壷 には没年月 日が 記されて いるのが 普通で ある。
(33)夫婦が続け て亡くなった場合 、例外 的に、骨壷 は両方 とも 《(ウ)ジョウバ ン》 として 置かれ2,3年 後に同 じ骨 壷 に入 る。 いわ ゆ
る 《ミー トゥンバテ ィーチ》(夫婦 体)で あ り 「来世におい ても、め ぐり逢 うよ うに 、永遠 に共住す るよ うに …]と 説明 され る。
(34)仲村 門中、比 嘉門中 、玉城 門中な どの門中墓があ る。 なお鯖瀬 で くシー ミー》 とい う場合は大 抵、(〈ム ンチュ ウ ・シー ミ一一》(門
中清明)を 指す。
(35)門中墓は琉球 ・首理 の1日士族の門 中組織 の影 響、いわ ゆる〈門中化 〉現象 による、 「系譜jの 明確 化が 一義 的な理 由であるが 、廃
藩置県後 、土地 面積の減少 、畑 の老朽化を防 ぐ理 由か ら、むろん個 人墓 ・掘 込墓が あった 当時 も、個 人で敢 えて門中墓を築 造 した
と も伝 え られる。 この際 、政府 か ら罰金を課 され る こともあ った。
(36)かつて今帰仁 上落城 の時 分に、新 里や備瀬 に逃 れ て来 た落武者 たちを祀 って いる 、との伝 承が あるが 、これは 定かではな い。 ノ
ロな どの カ ミンチ ュー によれ ば、《グシクヤマ》(聖域)は 、〈シマ 〉の開 祖が降 り立った とされ る場所で あ り、その くシマ〉発祥
時を辿 る伝承や神話 には、説明す る人に よっ て若 干の相違や齪 齢がみ うけ られ る。 なお 、グシ ク山は 《ニ ーヤ》(根屋)と 呼 ばれ
るNK門 中、GK門 中によって拝まれてい る。
(37)本来f部 落1な い し 「部落外 死」とい う用語を用い たい が、ここでは 敢えてく シマ 〉を該 当させ る。〈 シマ 〉の定義 はF記:註(38)
を参照 され たい。f部落」 とい うtermに抵抗 のあ る学 問領域があ り、これ を`差 別 用語'と す る風潮 があ るが 、文化人類学 ない し
民族学上1部 落」とい う言葉 は決 して差別用語 では ない。なにせ`当 該'地域 の人々が慣 用語 と して 用いてい るのだか ら立派 なfolk
termであ り。差 別用語だ とす るこ と自体が差別的 な`脅 威'行 為である。 これ に関連 し(沖縄 に対離 し)f琉球 」とい うtermも問
題 に挙 げ られ るこ ともあ るが、 当地 で命名 された1琉 球新聞j、「琉 球銀行 」等 の説 明がっか な くな る。(政治的概念 でな く)民 族
学的概念 を忠実に扱 うことこそ肝要な手続 きで ある。 ・
(38)大胡欽 一はくシマ 〉を 「日常生活 過程における1つ の慣 習法領域 である と同時 に儀 礼的 、宗教的意 味にお ける場面で あって、人 々
の観 念を表 象 した 世界1と 定義 してい る[大 胡1973a:33]。なお、 〈シマ〉は 、ほぼ 「共 同体1に 置換で きるが、 「共同体 」の概
念 についで の論議を呼ぶ なかで、村 武は 「祭祀共同体 」を強調 し、 目.つそれ を幅広 く扱 う意味 でf集 落共 同体 」をfHい、沖縄 本島
型 と先 陽型 に類 型化 し、渡邊欣雄 は 「集 落」共同体 と 「村 落]共 同体 を区別 して用 いる必要性を説 き、前者は実 体のない もの とし
てい る。筆 者が この問題 を扱 ったのは、大胡の指摘す る 「境界」を明確 化す る ことで、集 落 と共 同体=〈 シマ 〉とを区別 し、且つ
その 単位 体が何であ るか、 あるいはその社会が如 何なる もので あるのか、を考 察する視座 に準拠 した ものであ る。
(39)前掲ff人の 一ー－thjに関する社 会 ・民族誌的研究一 沖縄 ・金武町 の儀礼的契機 に関連 して－jgoペー ジ(註35)。
(40)桜井徳太郎[1973]は、嘉 手納 村屋 良にお いて、ユ タの独 創で はな く民間医療 の領域 に属 してい たこ とを示 す もの と考え られ る、
と指摘 して いる。
'
(41)塩月亮子は 、備瀬 にお けるfケ ガ レ」論(fケガ レ論再考」『民族学研究』56/4、1992年)にお いて、死者 に対 する 《チガ リ》(不
浄)が 顕 在化す るのは 、神行事由 ・元 日の御願前 ・妊娠 中にお いてのみに限定 され てい るこ とを指摘 した。
(42)かつては－Ei間、遺体 を く<トゥール ク ワバ マ>>に仮安 置 し、親族員が交 替で寝泊 ま り番を した 。
(43)場合に よっては海洋博記念公園 内の くハスのハ ギ リ》、あるい は慰 霊塔の上 、現水族 館の 下の浜 辺の岩 の もとで葬儀が行 われ る。
(44)竹田旦[1990]や佐 喜最奥英[1982]の死霊 に関す る優れ た考察 があ る。ま たユ タの関 与す る 「グ ソー ・ヌ ・二一 ビチ]を 考察
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した、桜 井徳太郎f沖 縄本島の冥界婚 姻巫俗J『沖縄文化研究』1-54、1978年、等が ある。
(45)鈴木栄太郎[1942]、瀬川清 子[1967]の「時間給」に関連する分析 がある。 静態 学的 考察はf婚 姻]及 びfamilyofprocreati。n
に関連する もの と思われ るが、こ こでは特に変 化過程 ・発展 のメカニズムを問題 祝したい。
(46)一連 の供養儀礼は流産 ・衰弱等に よって若死 した場 合(命 名前、あるいは7才 未満 とされ るが 特定は していない)本 文の ような
`正統な'供 養儀礼を経ない。詳細は墓制の節を参照 されたい。 いずれに しろ 、adultの承認 を得たか否かに関わ るもので ある。
(47)焼香では 《ヒラオ コウ>>(線香)が 用い られる。6本 が接続 して1セ ッ トとなっている。焼 香時は3本 ずっ に割 るが、《ピヌカン》
への焼香は、2セ ッ ト(6本×2)用い る。
(48)「白位牌1は 、かつては年長者が作 ったが、現在は 《ガン》(棺)とセ ッ トで販 売 されているものが普及 している。
(49)この赤位牌 を 《タマシマニーチ>>と称す 。位牌 に魂 を招き入れ る意があ り、 青いススキの葉 で3回 払い 、これ までの 白位牌 を燃
や し、その後にできた灰 を3回 摘ん で 《ウコーロ》(香炉)へ 落とす。この ことはsymbolismの問題 となろ うが、民 間サイ ドの`色'
あるいはその認識が重要で ある。常 見や 仲村[1975]等の優れ た研 究がある。例 えば、われ われ自文化で`ク ゴ と認識 していて も、
当該文化の人々が`シ ロ'と 言った ら、それは(文 化 人類学上)ま ぎれ もな く`シ ゴ な のである。
(50)大胡欽一は 「49日までは人 の霊は 墓に収 められ ていても(仏 壇に)帰 還 可能 な存在 である」 と金武町の調 査等か ら指摘 している
(前掲 「「人の ・生1に 関する社会 ・民族誌的研究一 沖縄 ・金武町の儀礼的契機に関連 して一ゴ,83ペー ジ)。
(51)塩月発 刊 ケ ガ レ論再考一 沖縄 ・備瀬にお ける女性の ケガ レを通 して一1『民 族学研究』56/4、▲992年。塩 月は備 瀬において 「女
性の ケガ レの 三元モデル1(下記 、註(52)参照)を用 い女性 に関す る異質原理 及びその共 存について指摘 した。 この分析 もtime
factorを考慮 して いることで評価で きる。
(52)同上,438ペー ジー。「女性 が神行本中や 門中行事 中 とい う宗教的 コンテクス トにおいて神聖視され る」と下図 のモデル で指 摘 した。
[塩月 のケガ レの3元 モデルB](モ デルA省 略)
(時空)
(Y)畠Xに とってYの ときZは ケガ レである
OXに とってYの ときZは 神聖であ る
①嚇
ε神待
雛膳殿
ε豊年祭
⑤産‖9日占
ア蹄事
イ肖桁事
ウ瀟檀
一 女性 十
(ケガ レ)(Z)(神 聖)
(53)同上,431ページ。備瀬におけるfミ ーーサ■(旧1月16日 、後生の正 月)の 記述が ある。 ∫時間の経 過な ど、コンテ クス トの変化に
伴って、… 〈中略 〉… 別 の ものへ と転換 してい く」と指摘 している。なお 、大胡は、この現 象を`翔'と 関連す るもの としてい
る。 いずれに しろsyn]bolismに関わる もの である。
(54)消却 の場合は、灰 を仏壇の く<ウコーVi>>(香炉)に3回 落と仁 世代継続 数の 長く、古い 門中では 《ミカb)〉を焼い て金箔で名 を
彫 り位牌にのせる。
(55)前掲 「「人 の一生」に関する社会 ・民族誌的研究一 沖縄 ・金武町の儀礼的契機 に関連 して一 」,83ペー ジc
(56)但し 《ウヤパ ープジ》(始祖)に全的吸収 されるか どうかはここでは断定 をし難 い。 中間的 祖先 のパー ソナ リテ ィが位牌表記等に
顕れてお り、祭祀対象が具体的故人 を指す説明 もあるた めであ る。
(57}前掲f「人の 一生jに関する社会 ・民族誌的研究一 沖縄 ・金武町の儀 礼的契機に関連 して－j,83ペー ジ下～84ペー ジ上。
(58)「「人の・・生」に関す る社会 ・民族誌的研究一沖縄 ・金武町の儀 礼的契機 に関連 して一]『明治大学 社会科 学研究所紀 要』第33巻
第2号(通 巻42集)明 治大学 社会科学研究所,1995年。
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彙 報
(59)同上,87--88ページ。
(60)同上,76ペー ジ。 ・
(61)同上,87ペ ージ。
(62)概念 的 な 表 象図 式 と して は 、y=xの よ うな 連続 的 な 直線 で は な く、y=[x](xを 超 えな い 最大 の整 数 、[]は
ガ ウ ス記 号)で あ り、 これ は断 続 的 な 階 段 状 の 線 形 を 示す 。 しか し 、あ くま で これ は概 念 図 式(モ デル)で あ る こ
とを 了承 され たい 。
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